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毎日のように日本全国何処かで実施されている『イベント』

イベン卜を仕掛ける側の思惑や如何に

「イベントは最高」か、 はたまた「イベント再考」か

四
年に一
度、
世
界の
何
処
か
で
開
催
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
オ
リン
ピ
ッ
ク」、
農
山
村
集
落

の
「
祭
り」、
毎
週
何
処
か
で
聞
か
れ
る
「
日
曜
市」、

「
シ
ン
ポ
ジ
ウム」
「
講
演
会」
と、
考
え
て
み
れ
ば

イベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ない
日
は
無い
と
いっ
て
い

い
だ
ろ
う。
世
は
正
に
イベ
ン
ト
ば
や
り
で
あ
る。

イベ
ン
ト
と
は、
一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
か。

何
故、
こ
ん
な
に
も
イベ
ン
ト
が
も
て
は
や
さ
れ

る
の
か、
イベ
ン
ト
の
何
処に
こ
れ
だ
けの
魅
力
が

隠
さ
れ
てい
る
の
か。

「
ま
ちづ
く
り」
の
救
世
主
が
知
き
イベ
ン
ト。

「
と
か
く
イベ
ン
ト
は、
手
段
で
あっ
て
目
的
で

あっ
て
はい
け
ない」
とい
わ
れ
る。
ま
ちづ
く
り

の
過
程で
イベ
ン
ト
につ
い
て
よ
く
耳に
す
る
言
葉

で
あ
る
が、
果た
し
て
目
的
と
し
て
の
イベ
ン
ト
は

間
違い
なの
で
あ
ろ
う
か。

イベ
ン
ト
は、
仕
掛
る
も
の
で
な
く
人々
の
心
の

中
に、
そし
て
地
域
社
会に
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ

て
来
る
の
が
本
来の
姿で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
あ

る。
百
人
集
え
ば
そこ
に
は
百
の
考
え
方
が
集
ま
る

も
の
で
あ
る。
た
だ一
つ
言
え
る
こ
と
は、
「
ひ
と

を
集
め、
ひ
と
が
集
ま
る」
こ
の
こ
と
が
イベ
ン
ト

の
重
要
な
要
素の一
つ
だ
とい
うこ
と
で
あ
る。
良

く
考
え
て
み
れ
ば、
ひ
と
を
動
か
し、
ひ
と
が
動
く

た
め
に
は、
や
は
り
誰
か
が
何
処
か
で
何
ら
か
の
ア

ク
ショ
ン
を
起こ
すこ
と
が
必
要
で
あ
る。
だ
と
す

れ
ば、
イベ
ン
ト
に
は
あ
る
意
味で
「
仕
掛
け」
が

F帆

不
可
欠
とい
うこ
と
に
な
る
の
で
は
ない
だ
ろ
うか。

ま
た、
「
ひ
と
を
集
め、
ひ
と
が
集
ま
る」
こ
と

の
も
う一
つ
の
意
味
合い
に
は、
住
民一
人
ひ
と
り

の
意
識
起こ
し
とい
うこ
と
が
含
ま
れ
で
もい
る
様

な
気
が
す
る。

誰
か
が
何
処
か
で
ある
目
的
の
も
と
に
イベ
ン
ト

を
仕
掛
け、
興
味
を
持っ
た
人
が
集
まっ
て
来
る。

イベ
ン
ト
が
終わ
れ
ば、
仕
掛
け
た
人
物
は
充
足
感

に
浸
り
或い
は
成
否につ
い
て
自
己
反
省会を
持つ。

一
方、
参
加
者は
感
動
を
覚え
或い
は
-室調
家と
なっ

て
批
評
す
る。

結
果は
兎
も
角、
こ
の一
つ
の
過
程
が
あ
る
限
り

に
おい
て、
イベ
ン
ト
は
成
功
し
た
と
言
え
る
の
で

は
ない
だ
ろ
う
か。

今
回
の
「
舞
た
うん」
で
は、
「
イベ
ン
ト
の
本

質」
「
地
場
産
業
振
興
型
イベ
ン
ト」
「
地
域
住
民
意

識
啓
発
型
イベ
ン
ト」
「
過
疎
地
域
活
性
化
型
イベ

ン
ト」
「
地
域ふ
れ
あい
イベ
ン
ト」
そし
て、
「
手

作
り
イベ
ン
ト
の
醍
醐
味」
につ
い
て、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野で
先
導
的
役
割
を
果た
し
て
い
らっ
しゃ
る

方々
に、
そ
れ
ぞ
れ
事
始
め
の
動
機、
苦
心
談、
課

題・
問
題
点、
思い
入
れ
な
ど
を
誌
面
で
表
現
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た。

イベ
ン
ト
に
何ら
か
の
興
味
を
持っ
て
お
ら
れ
る

方
に一
つ
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸い
で
す。

(
編
集
子)

畑、
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讃岐

地
域
特
性
を
生
か
し
た
地
域"
つ
く
り

中
央
と
地
方
の
関
係
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

た
の
は
昭
和
五
十
年
代
で
あ
り、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に

は
神
奈
川
県
の
長
洲
知
事
が
昭
和
五
十
二
年
に
掲
げ

た
「
地
方
の
時
代」
の
始
ま
り
で
あ
っ
た 。
「
ま
ち

づ
く
り」
「
地
域
づ
く
り」
「
む
ら
お
こ
し」
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
も 、
こ
の
頃
か
ら
で
あっ

た
よ、つ
だ 。

そ
れ
は
み
ん
な
で
協
働
し
て
質
の
高
い
地
域
生
活

を
創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
の
は
じ
ま
り
で
あっ

た 。
そ
の
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
は 、
か
つ
て
「
近
代

化
の
流
れ」
の
な
か
で
軽
視・
無
視
さ
れ
て
き
た 、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
風
土 、
文
化
な
ど
地
域

独
自
の
特
性
を
改
め
て
見
直
し 、
そ
れ
を
拠
り
所
に

し
て、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
個
性
あ
る
地
域
を
つ

く
ろ
う
と
す
る 、
い
や 、
地
域
づ
く
り
を
通
し
て、

地
域
の
特
性
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
動
き
と
し
て

展
開
し
て
き
た
と
い
え
る 。

出
来
事
か
ら
企
て
と

し
て
の
イ
ベ
ン
ト

そ
う
し
た
地
域 εつ
く
り
を
進
め
る
中
で 、
特
に
住

民
の
意
識・
行
動
に
ユ
サ
ブ
リ
を
か
け 、
新
し
い
流

れ
を
生
み
出
す
キ
ッ

カ
ケ
づ
く
り
の
有
効
な
手
法
と

し
て
注
目
を
集
め
た
の
が
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
の
で
あ

る 。イ
ベ
ン
ト
と
い
う
の
は 、
ラ
テ
ン
語
の
エ
ク
ス
|

ウ
エ
ニ
ウ
ス
(巾〈
g
EM)
と
い
う
言
葉
か
ら
き
て

お
り、
「
ど
こ
か
か
ら
出
て
やっ
て
来
る」
と
い
う

意
味
で 、
人
間
に
と
っ
て
は
偶
然
降
っ
て
湧
い
た
よ

う
な
出
来
事
を
意
味
し
て
い
る。

と
こ
ろ
が 、
最
近
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
地
域

εつ
く
り
イ
ベ
ン
ト

に
は 、
そ
の
背
景
に
人
間
の
「
作

為」
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る 。
偶
然
降
つ'

て
湧
い
た

よ
う
な
出
来
事
で
は
な
い。
本
来
の
意
味
で
の
イ
ベ

ン
ト
と
は
違
う 。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ロ
シ
ア
を
攻
め
て
行
く
時 、
あ
る

将
軍
が
今
攻
め
る
べ
き
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と 、

作
戦
に
反
対
し
た 。
そ
の
時 、
そ
の
将
軍
に
対
し
て、

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
「
何
を
言っ
て
い
る
の
だ 、
状
況
は

お
れ
が
作
る
の
だ」
と 、
怒
鳴っ
た
と
い
う 。

こ
の
話
か
ら 、
j・
ブ
l

ア
ス
テ
ィ
ン
は 、
我
々

が
使っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
言
葉
は 、
あ
る
人

物
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
よ
う
に 、
意
図
的
に
状
況
を
作

り
出
す
よ
う
な
仕
掛
け 、
行
事 、
催
し

物
等
を
指
す

よ
う
に
な
っ
た
が 、
神
の
作
り
出
す
イ
ベ
ン
ト

の
域

に
は
し
ょ

せ
ん
近
づ
け
な
い
と
い
う
意
味
で 、
人
間

の
作
り
出
す
イ
ベ
ン
ト
を
「
疑
似
イ
ベ
ン
ト」
と
名

寸
ナ

た 。
は

し
た
が
っ
て、
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
の
は
厳
密

な
意
味
で
は
「
疑
似
イベ
ン
ト」

で
あ
り
「
企
て
と

し
て
の
イ
ベ
ン
ト」
と
いっ
て
い
い。

で
は 、
な
ぜ
我
々
は
疑
似
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
イ
ベ

ン
ト
を
意
図
的
に
企
て
る
の
か 。
そ
れ
は 、
偶
然
を 、

3 



自
然発生を待てないとい
う気持ちと
共に 、
誰

かがそれを計画し 、
企て、
あるいは
扇動する

疑似イベ
ン
トの

方が 、
自然発生的な「出
来事」

よりも、
意図的な企てとして、
よ
り劇的に

仕

組みゃすく 、
い
きい
きとしたニュ
ース

に
なり

やすい
ものがあるからである。
また思いの
ま

まに
繰り返すことが出来るし 、
経費をか
ける

ので、
それらを見たり信じたりする
値打ちが

ある
ものとして、
報道し 、
拡大し 、
広
告し 、

賞賛されやすい。
さらには理
解されることを

目的として
計画されるので理解しやすく 、
主

催者の
都合に
合わせて
計画されるので、
話の

種になりやすい
・など 、
多くの
利点を
持っ
てい

るからである。

衝
撃
力
と
し
て
の
地
域
イ

ベ
ン
ト

地域づ
くりにおいて、

人々
の
関心を引き付

ける
有効な手段として、
こ
うした意味での
疑

似イベ
ン
ト起こ
しが始まっ

た。
その
意図する

ところは 、
基本的には日常的な時間の
流れの

中に 、
当然のこととして身を
任せてい
た人々

に対して、
また地域に対して、
二疋の
衝撃力

を与えることを狙っ
てであっ

た。

なぜなら 、
イベ
ン
トが住民に 、
自分らの
地

域の
実態に
驚き 、
「このままでいい
の
だろ
う

か」
「・なんとかしなければ」

といっ
た気持ち

を作りだす?それが 、
地域を見直すキッ
カケ

と・なり 、
人々
に新しい
ものの
見方 、
地域へ
の

新たなる関心をも喚起する。
その
時から 、
互

いに
知恵を出し合い 、
自分たちの
地域の
固有

の
特性 、
独自
の
資源の
存在を取り出し 、
自
分

たちの
地域に
相応しい、
独自の
「
事起こ
し」

を始める。
また、
それとの
関わ
りで、
自らの

存在を再発見し 、
アイデンティ
ティ
を
確認し

てい
く 。
こ
うした一
定の
衝撃力を地域に
与え

る効果を 、
イベ
ン
トに期待してい
るのではな

だろうか 。
もちろん 、
主催者がどん
なイベ
ン
トを打っ

ても、
それを受け入れる土壌がなかっ

たらど

うしょ
うもない 。
人々
の側も、
何らかの衝撃

を求め 、
「もう一
人の
自分探し」
の
舞台を求

めてい
た。

昨日までの
自分とは
違っ

た、
新た

なる自
分を求めて「日常性から
脱して、
一
時

で
もいい 、
自
由に自
己表現してみたい」
「生

きているのだといっ
た実感や共感を
得てみた

い」
などなど 、

人々
は未知なものに
憧れ 、
驚

き 、
神秘な味わい 、
魅力的なロマンを期待し 、

刺激を求めてい
た。

イベ
ン
トは 、

テレビなどのマス・
メディア

と違っ
て、
特定の
期間 、
場所で
開催され 、
そ

の
現場に
参〆加で
き 、
五
感を動員して
直に
「刺

激」
を体感で
きるパ
ーソ

ナル
な双方的コ
ミュ

ニ
ケーショ
ンメ
ディアとして、
信

「自己表現

したい」「新しい自
分を発見し .たい」
「燃えて

/伊概

4 

る の み。 自た分い
探」し とーすの る格人Zf 
楼正z，;と

、 つ事 てm 、
つ ー「

た もの つでー
あ人

地域に一
定の衝撃力を与え 、
地域を見直す

キッ
カケづ
くりとしての
地域づ
くりイベ
ン
ト

は 、
「もう一
人の
自分探し」
の
舞台を
提供す

るものでもあっ
た。

地
域
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の
要
件
と
機
能

しかし 、
イベン
トはいつ
も成功するとは限

らない。
成功するかどうかは五
分五
分。
イベ

ン
トは

経済的に無駄だ 、
自分を見失う 、
浪費

である、
企業の金儲けの手段に過ぎないといっ

た意見も数多くあるなかで、
イベ
ン
トを企画

することになる。

イベ
ン
トが成功すれば 、

企画・
演出者は 、

周囲の人たちから「賞賛」
と「羨望」

を受け 、

自
分自身としても「満足感」

と
「
優越感」
に

浸るこ
と

もで
きよ
う 。
し
か
し
失
敗すれば 、

「非難」
と「瑚笑」
に晒され 、
「
後悔」

と「挫

折感」
を味わうことになりかねない。

地域づ
くりイベ
ン
トを効果ある
ものに

する

ためには 、
その
要件をしっ
かりおさえておく

必要がある。
どのような要因から成り立っ
て

いるのか。
イベ
ン
トの

要件につい
て、
城義紀 、

新藤健一
郎の
両氏はリンゴ
になぞらえ 、

しろい
表現をしている。
は

おも

，傍魚、
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肢
も
大
事な
こ

と

は 、
「
弓
Eこ
(
何
を
す
る
の

か) 、
ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト

で 、
ど
んな
ね
ら
い
を

持っ
た
イベ
ン
ト
に
す
る
の
か 、
コ
ン
セ
プ
ト

が
明

時でな
い
イベ
ン
ト
は
成
功
しな
い 。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域の
実
態・
特
性
に
応
じ
て 、
地
域
の
活
性

化を

ね
ら
うの
か 、
イメ
ー

ジ
アッ
プ・
P
R
を
ね
ら
う

の
か 、
あるい
は
地
域
住
民の
連
帯やコ
ミュ
ニ
ティ

意
識
を
尚め
たい
の
か 、
教
育・
文

化
、

ま
た
は
国

際
交
流
な
ど
の
振
興
を
凶
り
たい
の
か 、
違い
が
あ

ろ
う 。
その
ね
らい
を
正
般に
定
め
た
イベ
ン
ト
に

す
る
こ

と

で
あ
る 。

さ
ら
にい
うな
ら
ば 、
イベ
ン
ト

そ

の

も
の
は
期

間 、
場
所
が
決
まっ
て
お
り一
過
性の
も
の
だ
が 、

そ
れ
を一
回
限
り
で
終わ
ら
せ
る
の
でな
く 、
長
期

的な
川氏
望
に
たっ
て
連
続
し
て
効
果
を
生
み
山
す
よ

う
に
継
続
性の
あ
る
民
間
を
試
み
てい
くこ
と
も
必

要
だ

と

い
え
よ、っ 。

その
次
に 、
「zotr・
E」
(
如
何
に
す
る
か)
が
問

題
にな
ろ
う
が 、
その
場
合
地
域
イベ
ン
ト
を
仕
掛

け
てい
く

者は 、
多
か
れ
少な
か
れ 、
次の
よ
うな

N骨\

イベ
ン
ト・
プ
ロ
デュ
ー

サ
ー

の
機

能

を
持つ
こ

と

にな
ろ
う 。
叫

質構築力量て能の品力りコ
P 
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n 
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け
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3 
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J 
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円

。2 人 "
つ

く

り

と

地

域

イ

ベ

ン

ト

イベ
ン
トの

果
た
す
役
割

と

し
て 、

人

づ
く
り
の

観
点
か
ら
地
域
イベ
ン
ト
を

と

ら
え
るな
ら
ば 、
地

域
住
民一
人
ひ

と

り
に

と

っ
て
は 、
イベ
ン
ト
は
ま

た

と

な
い
「ロ
マ
ン
づ
く
り」

「
企
画づ
く
り」

「
仲

間づ
く
り」
「
出
番づ
く
り」
「
課
題 eつ
く
り」
の
舞

台
で
あ
り 、
「
誇
り
と
自
信」
づ
く
り
の
機
会
に
他

な
らな
い 。

と

す
れ
ば 、
人づ
く
り
の
上
か
ら
は 、

鯛ヲヘ

こ
う
し
た
点
を
考
慮
にい
れ
た
イベ
ン
トづ
く
り
が

な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る 。
地
域
住
民
が
企
画・
運
営

に
おい
て
主
役にな
っ
て
作
り
出
す
イベ
ン
ト
に
す

る
こ

と

で
あ
る 。

地
域の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
対
し
て
抱い

てい
る
「
思い 、
夢 、
ロ
マ
ン」
を
結
集
し
て 、
企

聞
か
ら
実
施
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
持
味
を
発
揮
し 、
参

阿
し
てい
く 。

相
互
に
刺
激
し
合い
な
が
ら 、
自
由

な
発
想

と

独
自の
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら 、
極
め
て

問
題
提
起
的
な
イベ
ン
ト
を
作
り
出
し 、
周
囲に
向

かっ
て
発
信
し
てい
く 。
こ
の
過
程こ
そ
が
人づ
く

り
で
あ
り 、

「
も
う一
人の
自
分
発
見・
創
造」
の

プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る 。
こ
の
過
程
を
何
よ
り
も
大
事

に
す
る
こ

と

だ 。

社
会
が
急
激
に
変
化
し
てい
く
な
か
で 、
今
日
必

要

と

さ
れ
てい
る
の
は
単な
る
「
問
題
解
決
型
人
間

や
「
受
信
型
人
間」
で
な
く 、

「
問
題
提
起
型
人
間」

で
あ
り 、

「
発
信
型
人
間」
で
あ
る 。
そ
う
し
た
人

聞
を
作
り
出
す
人づ
く
りの一
つ
と
し
て
も 、
地
域

イベ
ン
ト

が
果
た
す
役
割は
大
きい

と

い
え
る 。

闘

「
幻
影
の
時
代」

D
・

ブ
l
ア
ス
テ
ィ
ン
、

星
野

他
訳

有
斐
閣

二

九
九
六)

二
六
七
l
八
ペ
ー
ジ

山
川

「
イ
ベ
ン
ト
戦
略
の
実
際」

小
坂
善
次
郎

日
本

経
済
新
聞
社

二

九
九

二

「
イ
ベ
ン
ト
が
日
本
を
変
え
る
」

通
産
省
商
務
課
編

通
商
産
業
調
査
室
(
昭
和
六
二
・

四)

一

九
六
ペ
l

、
ン

141 
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「第20固四国かわのえ紙まつり」に向けて

真人

第14間四国かわのえ紙まつり

石津実行委員会委員長

川之江市

『大いなる
可能性と新しい息吹き」

第十四回の紙まつ
りも雨には大

変悩まされましたが、
無事終える

ことが川米ました。

さ
て今回の第十四回紙まつ
りは

『紙未来にかけるドリーム」
をテー

マに
紙まつ
りの将来を展望しなが

ら実施したわけですが、
その中で

次のよ
うなことを強く実
感しまし

た。それは紙まつ
りが秘
めた「大

いなる
可能性」
と、
参加した
市民

が醸し出す「新しい息吹き」
とい

うこ
とです 。

『大いなる可能性」
というのは、

紙まつ
りがこ
れまでに培っ
てきた

「人と人のネy
卜ワlク」 、
紙まつ

りを支えてきた人々
が耕し
てきた

「文化創造の土壌」 、
こ
れらを十分

に活かし切ることによっ
ていいモ

ノ
がどんどん
派生し
てくる可能性

を言っ
ているのです。
私はこ
のこ

とが、
川之江の未来に大きく貢献

すると信じ
ています。

「新しい
息吹き」
とい
うのは、

市民の主体的参加により、
我々
が

求めていた「自発的な盛り上がり」

が出てきたということです。
こ
の

ことは紙まつ
りにとっ
て大きな意

味を持つ
と思います。
その息吹き

は
「紙おとり」
「ふ
れ
あいステー

ジ」
「フリlマ1
ケ y
卜」
等に見

られました。

、、 ， I I 

憩

『模索からアピールへ」

しかし 、
いい商での実感があっ

た反面 、
ま
だま
だ力不足を
感じま

した。
我々
スタッフ
の「思い」
や

「意図」
がま
だま
だ市民に届いて

いないということです。
我々
のア

ピール
度が弱いというこ
とで
す。

我々
はこれまでも、
催し物をいろ

いろと模索し
てきましたが、
それ

を市民に如何にアピール
するかと

いう努力が足りなかっ
たよ
うな気

がします。「
市民の共感を
呼ぶ
紙

まつ
り」
を我々
は目指すべ
き
だと

思いますが、
そのた
めには
紙まつ

りの「明確なる
方向性」
そして市

民を十分に堪能させる
「骨太の企

画」
等を考えていくべ
き
だと思い

ます。
また、
そのた
めにはある程

度長いスパ
ンで物事を見ることも

必要
だと思います。
今 、
紙まつ
り

は模索の時代からアピール
の時代

へ
の転換期のよ
うな気がします。



紙
ま
つ
り
は
毎
回
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
の
基
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
追
い
求

め
て
き
ま
し
た 。
十一
回
『
紙
ま
つ
り

を
全
国
区
に』
を
合
言
葉
に
情
報
発
信

の
模
索 。
十
二
回
『
結・
紙
と
人」
を

テ
l

マ
に
「
新
し
い
紙
文
化
の
創
造」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
模
索。
十
三
回

『
紙・
遊・
祭」
を
テ
l

マ
に
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
の
楽
し
さ
の
追
求。
そ
し
て

十
四
回
『
紙
未
来
に
か
け
る
ド
リ
ー

ム」

を
テ
l

マ
に
紙
の
ま
ち
と
紙
ま
つ
り

の

将
来
を
展
望 。
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

タ
ッ

フ
が
「
今
紙
ま
つ
り
に
何
が
必
要

な
の
か」
を
敏
感
に
感
じ
取
り、
そ
の

テ
ー

マ
を
掲
げ
実
施
し
て
き
た
の
で
す。

そ
し
て、
毎
回
何
か
の
新
し
い
発
見 、

保
か
な
手
応
え
が
あ
っ
た
は
ず
で
す。

そ
し
て
今
我
々
は 、
こ
れ
ま
で
に
模
索

し
て
き
た
こ
と 、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た

ニ
シ」 、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
整
理
し

総

合
的
に
判
断
し 、
紙
ま
つ
り
の
将
来
像

を
描
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す。
そ
の
時

に
明
時
な
イ
メ
ー

ジ
を
描
く
意
味
で
も 、

あ
ま
り
長
期
で
は
な
く
中
期
的
な
ピ
ジョ

ン
の
方
が
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す。

そ
れ
が
「
第
二
十
回
紙
ま
つ
り
の
あ
る

べ
き
姿」
を
求
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す。次
に
や
る
べ
き
こ
と
は 、

に
基
づ
き
「
何
を
や
る
か」
と
い
う

「
大
胆
な
選
択」
だ
と
思
い
ま
す。
あ

れ
も
こ
れ
も
で
は
な
く 、

予
算
と
時
間

と
労
力
の
制
限
を
考
慮
し 、

「
市
民
の

共
感
を
呼
ぶ
紙
ま
つ
り」
の
実
現
の
た

め
に
と
い
う
物
差
し
で 、
大
胆
に
選
択

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す。

そ
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
決
ま
れ
ば 、

ど
ん
ど
ん
と
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き

で
す。
そ
の
時
に
必
要
な
の
は 、
た
だ

市
民
に
知
ら
し
め
る
と
い
う
消
極
的
姿

勢
の
ア
ピ
ー

ル
で
は
な
く 、

「
市
民
の

ビ
ジ
ョ

ン

共
感
を
呼
び 、
感
動
を
与
え
る」
と
い

う
高
い
目
的
を
掲
げ 、
「
市
民
の
心
を

ゆ
さ
ぶ
る」
こ
と
を
目
指
す
位
の
積
極

的
姿
勢
の
ア
ピ
ー

ル
な
の
で
す。
ま
た

市
民
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
手
段
と
し
て、

対
外
的
に
い
ろ
い
ろ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使っ
て
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が 、

大
切
だ
と
思
い
ま
す。

今 、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き 、
大

胆
な
選
択
を
し 、
積
極
的
ア
ピ
ー

ル
を

す
る
そ
の
時
が
来
た
の
で
す。
来
年
は

第
十
五
回
紙
ま
つ
り
で
す
が 、
第
二
十

回
紙
ま
つ
り
に
向
け
て
そ
の
力
強
い
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す。

これが
紙まつりが生んだ
統一口ゴマークです。

7 
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t」歩散の辺水「1

全国版の新聞にも掲載されました。

このシンポジウム
は二人を元気に

するためのイ
ベントであっ
たりす

るのです。もし、シンポジ
ウム
に

参加した
者全員が元気になるとし

た
らこれ
だけ全国で開催されてい

るの
だから一
億総てμ
美しい人M

になっ
ているはず 、なかなか
そう

はいかないものです。これ
らの他

にもρか
ぐや姫共和国まつ
りdρ
音

楽の夕べH H映
画会M ρ
各地への研

修μ
方法はいくらでも出てきます。

それらのイ
ベント
を通し
てn
美し

い
人H
が育っ
てきます。(
か
く言

う私
もそのひとりコ
地域
の風土



文
化
が
人
を
育
て
る。
そ
れ
も
子
供
の

頃
に
ど
れ
だ
け
自
然
の
中
に
関
わ
っ
て

き
た
か
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す。
美
し

い
人
を
育
て
る
た
め
に
も 、
地
域
の
自

然
と
の
関
係
を
大
事
に
し
た
い
と
思っ

て
い
ま
す。

風
土 、
文
化
を
再
認
識
す
る
イ
ベ
ン

ト
に

μ
御
械
地
区
の
お
大
師
ま
い
り

ヘ

H
棚
田
米
を
食
す
る
会M
(
お
に
ぎ
り

パ
ー

テ
ィ
ー)

が
あ
り
ま
す、
こ
の
地

域
は
五
十
崎
町
の
中
で
も
山
間
地
区
で

小
学
校
全
校
生
徒
数
三
十
名
足
ら
ず 、

若
者
が
居
な
い、
病
院
も
無
い
と
い
っ

た
地
域
で
す。
四
月
二
十一
日
に
行
わ

(前列左から2人目、 河畠 さ ん)

れ
る

μ
お
大
師
ま
い
りH
は
明
治
二
年

か
ら
今
日
ま
で
戦
時
中
も
中
止
す
る
こ

と
な
く

続
い
て
い
る
行
事
で
す。
全
行

程
四
時
間
余
り
自
然
の
山
道
を
歩
き
七

ケ
所
で
お
接
待
を
受
け 、
ま
さ
に
自
然・

人・
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
す。

そ
の
地
域
が
持っ
て
い
る
貴
重
な
財
産

は
大
事
に
し
て
欲
し
い
と
願
い
っ
、

応

援
し
て
い
る
の
で
す。

H
棚
田
米
を
食

す
る
会H
(
お
に
ぎ
り
パ
ー

テ
ィ
ー)

は 、
十
二
月
の
初
旬 、
御
職
新
団
地
区

の
棚
田
で
収
穫
し 、
楠
木
で
自
然
乾
燥

し
た
新
米
を
食
べ
る
イ
ベ
ン
ト

で
す。

農
村
風
景
と
し
て
の
棚
田
は
美
し
い。

し
か
し 、

州制
作
し
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
機
械
も
使
え
ず
労
力
は
沖
田
の
何
倍

も
か
か
る
う
え、
収
椎
も
少
な
い。
い

ろ
ん
な
面
で 、
棚
田
が
ど
ん
と
ん
放
置

さ
れ
た
り
木
が
植
え
ら
れ
た
り
し
て
い

る
現
状
で
す。
棚
田
は 、
景
観
の
対
象

だ
け
で
な
く 、
自
然
ダ
ム
で
も
あ
っ
た

り
す
る
の
で
す。
反
当
り
何
俵
稔
れ
る

と
い
う
経
済
効
率
だ
け
の
対
象
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ

る
H

お
に
ぎ
り
パ
ー

テ
ィ
ー“

な
の
で

す。
豊
か
な
暮
ら
し
を
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す。

こ
う
し
て
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

が
重

な
り
合
い、

ァ
自
然M

M
人H
fネ
y
ト

ワ
l
クH
が
織
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す。

何
年
か
や
っ
て
い
く
う
ち
に 、
方
法
論

だ
け
に
目
が
向
い
て
し
ま
っ
た
り 、
去

年
も
し
た
か
ら
今
年
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
錯
覚
に
落
ち
や
す
い

も
の
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す。
企
画
側

が
楽
し
く
な
け
れ
ば
参
加
者
も
楽
し
く

な
い
は
ず
で
す。
消
化
事
業
に
な
り
そ

う
な
ら
H

休
みH
を
と
る
勇
気
も
必
要

な
行
動
で
す。
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
そ
う

な
崎 、
初
め
て
参
画
し
た
時
の

μ
感
動

を
振
り
返っ
て
目
的
を
再
確
認
し
ま
す。

そ
れ
と
気
持
ち
の
中
に
遊
び
を
も
っ
て

資
金
は
原
則
と
し
て
自
前

で
あ
る
こ
と
も
疲
れ
な
い
方
法
で
す。

こ、
八
年
余
や
っ
て
き
て
ど
れ
程
の
こ

と
が
で
き
た
か 、
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
の
が
現
実
で
す。
な
に
を
す
る

に
も
体
力 、
精
神
力
だ
け
で
は
足

ら
な
い
も
の
が
あ
り 、

技
術 、
ノ
ウ

ハ
ウ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
実
感

し
ま
し
た 。
地
域
の
人
を
ま
き
込

お
く
こ
と 、

む
技
術 、
イ
ベ
ン
ト
を
魅
力
あ
る

も
の
に
す
る
技
術 、
資
金
を
つ
く

る
技
術
等
々
経
験
を
通
し
な
が
ら

修
得
す
る
こ
と
と 、
ネ
y
卜
ワ
ー

ク
を
通
し
て
各
地
の

μ
美
し
い

人M
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す。

目
指
す
は
二
十
年
か
三
十
年
先
の
い

か
さ
き 、
も
し
か
し
た
ら
次
の
世
代
か

も 。
自
に
見
え
な
い
地
平
線
を
想
い
っ、 、

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
く
れ

た
子
供
達
に
想
い
を
託
し
な
が
ら
μ

さ

り
げ
な
く
し
た
た
か
にH

9 



ザイコヲ
⑧⑨⑧⑩⑨ 集精

小田深山

雄二松岡

III 

観光協会総支配水

牛の乳焼きパーティ

小田町

-
牛
の
丸
焼
き
パ
ー

テ
ィ
ー

-

十
月
の
第一
日
曜
日 、
小
田
深
山
の
紅
葉
と
ス
キ
ー

シ
ー

ズ
ン
の
幕
開
け
を
P
R
す
る
小
田
町
の
代
表
的

イ
ベ
ン
ト
と
し
て、
大
自
然
の
神
秘
的
な
渓
谷
美
の

中
に
件
む
「
深
山
荘」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
の
が

「
牛
の
丸
焼
きパ
ー

テ
ィ
ー
l
n
小
田
深
山」
で
あ

る 。こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
よ
う
と
思
い
付
い
た
の
は 、

「
我
が
ふ
る
さ
と
小
田
町
が
好
き」
と
い
う
こ
と
も

さ
る
こ
と
な
が
ら 、
日
本
全
国
到
る
所
で
実
施
さ
れ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
無
い
も
の
を 、
み
ん
な
の
度

胆
を
抜
く
よ
う
な
も
の
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
の

が
そ
も
そ
も
の
発
端
で
あっ
た 。

ま
た 、
小
田
町
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ
『
小
田
深

山
と
銘
木
の
町」
が一
ホ
す
と
お
り、
小
田
深
山
は
小

田
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
美
し
い
自
然
が
ふ
ん
だ
ん

な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
こ
の
自
然
を
見
な
が
ら 、

お
い
し
い
空
気
と
牛
の
丸
焼
き
を
食
し
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
の
が 、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
趣
旨
で
あっ
た 。

今
で
こ
そ 、
広
く
認
知
さ
れ
た
感
の
あ
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
も 、
初
回
は
大
変
で
あっ
た 。
ま
ず
人
集
め 。

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が 、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
人
を

尋
ね
て
回
る
ロ
ー

ラ
ー

作
戦
を
展
開 。
市
町
村
等
へ

一の
文
書
発
送
な
ど
と
併
せ 、
目
標
人
員
を
確
保
し
た

一の
で
あ
る
が 、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は 、

今
な
お
感
謝
の
気
持
ち
で一
杯
で
あ
る 。
七
回
目
と

な
っ
た
今
回
は 、
今
ま
で
以
上
に
宣
伝
や
口
コ
ミ

の

10 

お
か
げ
で
賑
や
か
な
も
の
と
な
っ
た 。

イ
ベ
ン
ト

当
日
は 、
パ
ン
や
サ
ラ
ダ 、

コ
ー
ン
等
の
食
べ
物
の
ほ
か 、
欽
み
放
題
の
ワ
イ
ン

や
ビ
l

ル
も
ふ
ん
だ
ん
に
用
意
し 、
参
加
者
の
多
彩

な
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
い
る。
さ
ら
に 、
餅
っ
き

大
会 、
「
牛
引
き
大
会」
と
銘
打
っ
た
く
じ
引
き
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
好
評
と
な
っ
て
い
る。
こ

の
く
じ
引
き
の
景
品
に
は 、
深
山
荘
の
宿
泊
券 、
名

物
の
た
ら
い
う
ど
ん 、
名
産
品
の
磨
き
丸
太 、
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト

券
な
ど
を
用
意
し
て、
よ
り一
層
小
田

町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る。

ポ
テ
ト 、

これが有名な

“たらいうどん"

小
田
町
で
は 、
二
月
の
「
ス
キ
l

カ
ー

ニ
バ
ル」 、

四
月
の
「
タ
ー

ゲ
ッ
ト・

パ
l
ド・
ゴ
ル
フ
大
会」

(
ス
キ
!

の
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
を
利
用
し 、
ゲ
レ
ン
デ

に
十
八
ホ
l

ル
の
専
用
コ
ー
ス
を
設
置 、
〈玉
県
的
に

解
放
し
て
い
る) 、
五
月
の
「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

大
会」 、
七
月
の
「
渓
流
釣
り
大
会」
(
深
山
荘) 、

そ
し
て、
十
月
の
「
牛
の
丸
焼
きパ
ー

テ
ィ
ー」
と 、

春
夏
秋
冬一
シ
ー

ズ
ン一
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
が 、
と
り
わ
け
こ
の
「
牛
の
丸
焼
きパ
ー

テ
ィ
ー」



は 、
小
田
深
山
を
広
く
町
外
に
P
R
し 、
小
田
町
の

ま
ち aつ
く
り
に
も
不
可
欠
な
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
き

た
と
考
え
て
い
る。

-
イ
ベ
ン
ト

の
裏
表
.

こ
の
「
牛
の
丸
焼
き
パ
ー

テ
ィ
ー」

は 、
文
字
通

り
牛
を
丸
焼
き
に
し
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
l

フ
を
メ
イ
ン

デ
ィ
ッ

シ
ュ
と
し
た
野
外パ
ー

テ
ィ
ー

で
あ
る 。
回

を
重
ね
る
併
に
参
加
者
が
刷、ぇ 、
今
回
は
五
百
名
の

A
却
が
あ
り 、
準
備
に
当
た
る
実
わ
委
員
会
も
大
変

な山川
り
上
が
り
と
な
っ
た 。

今
年
を八パ
め
過
よ
七
回
の
う
ち
問
が
降っ
た
の
は 、

六
回
目
だ
け
で
あ
っ
た
が 、
こ
の
川
は
実
施
を
順
延

し
た
こ
と
も
あ
り
参
加
者
が
予
定
の
半
分
と
な
っ
て

し
ま
い、
こ
う
い
う
川
に
は 、
野
外
で
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト

の
慨
し
さ
と
い
う
も
の
を
つ
く
づ
く
と
思
い

知
ら
さ
れ
る 。

ま
た 、
午
の
丸
焼
き
を
作
る
作
業
も
大
変
な
持
労

の一
つ
で
あ
る 。

標
高
八
百
メ
ー
ト

ル
の
山
奥
ゆ
え、
十
月
と
も
な

る
と
深
夜
は
氷
点
下
ま
で
気
温
が
下
が
る
こ
と
が
あ

る 。
こ
の
中
で 、
牛
の
片
身
約
三
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を 、

翌
日
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
時
間
に
合
わ
せ
て
じ
っ
く

り
と
炭
火
で
焼
い
て
い
く。
夜
中
か
ら 、
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー

が
交
代
で
火
加
減
を
み
な
が
ら
寝
ず

の
番
で 、
炭
火
の
上
で
ゆ
っ
く
り
回
し
な
が
ら
焼
い

て
い
く
の
で
あ
る 。

炭
火
で
焼
い
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
は 、
こ
れ
は
も

う
味
も
香
り
も
最
高 。

こ
れ
を
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
自
の
前
で
カ
y

ト
し 、

温
か
い
う
ち
に
食
べ
て
い
た
だ
く 。
如
何
に

も
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
た
だ
く
と、
そ
れ

ま
で
の
苦
労
も
吹っ
飛
ん
で
し
ま
う 。
イ
ベ
ン
ト
を

やっ
て
良
か
っ
た
と
実
感
す
る一
時
で
あ
る 。

-
思
い
入
れ
.

私
は
今 、
し
み
じ
み
と
小
田
町
で
暮
ら
し
て
い
る

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る。

こ
れ
と
い
っ
た
地
場
産
業
も
無
く 、
な
か
な
か
地

元
に
桟
り
た
く
と
も
践
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
の
中

で 、
小
田
町
で
生
計
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る。
そ
の
中
で 、
お
ら
が
ま
ち
小
田
町

に
は
都
会
的
に
俗
化
さ
れ
た
賑
わ
い
で
な
く 、
田
舎っ

ぽ
い
賑
わ
い
を
み
ん
な
が一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て
い

け
た
ら
な
と
考
え
て
い
る。
小
田
町
に
は
都
会
に
は

な
い
心
の
ふ
れ
あ
い
が
残
さ
れ
て
お
り 、
い
つ
ま
で

も
こ
れ
を
大
事
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う 。

こ
の
イ
ベ
ン
ト

は 、
西
日
本
で
は
小
田
深
山
が
最

初
だ
と
思っ
て
い
る。

近
年 、
他
の
地
域
で
も
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
始
め

た
と
こ
ろ
も
あ
る
が 、
こ
れ
か
ら
は
良
い
意
味
で
の

競
争
を
行
い
な
が
ら 、
我
々
の
イ
ベ
ン
ト

の
良
さ
を

も
っ
と
も
っ
と
P
R
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る。
ま
た 、
こ
れ
か
ら
の
観
光
事
業
は

隣
接
の
市
町
村
が 、
連
携
を
取
り
合
い
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
思
う 。
自
分
た
ち
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
売
り
物

に
す
る
だ
け
で
な
く 、
お
互
い
の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ

れ
の
イ
ベ
ン
ト

の
良
さ
を
紹
介
し
合
い
な
が
ら
助
け

合っ
て
い
く 、
そ
う
い
う
よ
う
な
手
法
が
大
切
に
なっ

て
く
る
と
思
う 。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が 、
私
は
イ
ベ
ン
ト 、

特
に

我
ふ
る
さ
と
小
田
町
で
開
催
す
る
「
牛
の
丸
焼
きパ
ー

テ
ィ
ー」

の
根
底
に
流
れ
る
も
の
は
『
心
の
交
流』

だ
と
考
え
て
い
る。
「
ふ
れ
あ
い」
と
い
う
こ
と
が

根
底
に
な
け
れ
ば 、
ど
ん
な
に
立
派
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
も 、
決
し
て
長
続
き
は
し
な
い
だ
ろ
う 。

小
田
町
で
は 、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
全
員
が

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ふ
れ
あ
い
の
中
で 、
小
田
町
の

「
こ
こ
ろ」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
と
も

工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る。
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切イコワ

朝市

⑧⑨⑧⑩⑨ 

し、れあ地域ふ

集嶋

凌太郎

みうち
三内農協組合長

片山

川内町

川一
二
百
四
十
回
つ
て
な
l
に
H

川内町三内農協が、
昭和六十二

年四月から平成三
年十一
月迄の四

年八
ヶ
月間 、
毎

日曜日
開
催した

μふ
れあい
朝市H
の回数です。

「明日は朝市
だ、
天
気は晴れよ」 、

その日一
日雨が降っ
ても 、
刺市の

時間 、
二時間余は雨が止む 、
と云

うジン
クス迄生ま
れた
朝市です
。

日曜日の朝は、
子供達が手をつ

なぎ 、
お
年寄りが三々
五々
、

話し

ながら、
又 、
其の問を自転車 、
カ

ブ
、自動車が国道十一

号線の東や

西から、
万国旗がたなび
き 、
民謡

が流れる農協広場を目指して集まっ

て来ます。

七時三十分過ぎになると
、その

朝収穫した句(シュ
ン)
の野菜や

果物 、
花等を満載した軽四トラッ

クが、
人々
をかき分ける
株に入っ

て来て、生産物をパ、不ル
の売
台に

並べ 、
値段表を大きく書い
て貼っ

てゆきます。八時三十分の朝市販

売開始の時間迄は、
消費者と生産

者の間にネy
トが張られ、
品
定め

の外は売り買い
出来ません 。

その時間帯になると、
農協スー

パ
ーの店舗を閉店し、
日用
雑貨の

販売を開始します。会場中央には、

四斗釜に、
さつ
ま芋のい
もがゅの

あつ
あつ
が出来上り、

日曜日の朝

の空腹を満たします。
間伐材の長

梢子では、
子供達やお
年寄り、
親

子連れの皆さんが、
世間話に
花を

咲かせながら楽しい一
時を過ご

し

ます。八時三十分 、
生産者と消費者の

交流の朝市の開始です。約三十分

から四十分で大半の品物は
売りつ

くされます。生産者の方達は、
売

上報告書を作り、
売上金の一
部を

朝市預金とし
て預けます。

九時からは、
兼業農家を主
体に

12 

生産資材 、
肥料 、
農機具 、
農薬等

の販売を十一
時迄行い
ますが、

日

曜日を利用しての家庭菜園等の手

入れ用品の利用も司成り多い
よ
う

です。



川一
朝
市
は
地
域
振
興
の
イ
ベ
ン
ト
か
H

三
内
農
協
地
区
は 、
組
合
員
数
五
百

五
十
人
余 、
平
均
耕
作
反
別
五
ア
ー

ル

程
度
で
八
十
%
が
兼
業
農
家
で
す。
そ

の
内
高
齢
者
が
二
十
二
%
を
超
し 、
年
々 、

地
区
外
の
子
供
さ
ん
達
を
頼
っ
て
転
出

し
て
行
き
ま
す。
地
理
的
に
も
大
き
く

三
つ
の
谷
に
分
か
れ 、
一
日
数
回
の
パ

ス
の
運
行
で
す
が 、
学
校
休
日
に
は
そ

れ
も
運
行
さ
れ
な
い
過
疎
地
帯
で
す。

日
々
の
交
流
の
場
所
と
云
え
ば
町
の

中
心
地
に
あ
る 、
ス
ー

パ
ー

か
病
院
か

農
協
程
度
で
す
が 、
そ
れ
も
パ
ス
の
時

間
を
気
に
し
て、
あ
わ
た
だ
し
い一
時

で
す。当

地
区
は 、
昔
か
ら
味
の
い
い
米
が

出
来
る
土
地
で
あ
り、
産
出
米
は
す
し

米
Jニ
内
米H
と
し
て、
名
が
通
っ
て

い
ま
す。
近
年
は
六
十
二
年
度
に
堆
肥

セ
ン
タ
ー

を
建
て、
完
熟
堆
肥
の
製
造

販
売
を
取
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た 。

農
家
も
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
農
産
物
と
しゅん

し
て、
新
鮮
で
安
全
で
安
心
出
来
る
旬

の
物
を
提
供
す
る
気
持
に
な
り、
生
協

向
け
の
生
産
物
も
多
く
な
り
ま
し
た 。

堆
肥
は 、
殆
ん
ど
の
農
家
が
大
幅
に
利

用
す
る
よ
う
に
な
り、
製
造
が
間
に
合

わ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た 。
ふ
れ
あ

い
朝
市
を
開
催
す
る
事
に
よ
っ
て、
消

費
者
ニ
ー

ズ
を
知
り、
そ
の
気
持
を
直

接
聞
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は 、
大
き
な
意
義
が
あっ
た
と
思っ

て
い
ま
す。
今
ま
で
は
三
十
l

四
十
分

の
売
出
し
時
間
で
し
た
が 、
こ
れ
を一一一

時
間
位
延
長
し
て、
直
販
生
産
者
に
も

五
十
軒
出
店
し
て
戴
き 、
数
量
も
現
在

の
倍
増
を
願
え
れ
ば 、
千
人
以
上
の
消

費
者
に
常
時
利
用
し
て
戴
け
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と 、
規
模
拡
大
の

計
画
を
立
て、
い
ま
すO

H
イ
ベ
ン
ト
っ
て
何
だ
ろ
う
H

「
朝
市
の
開
催
は
成
功
し
て
い
ま
す
ね」

「
職
員
や
役
員
さ
ん
の
出
勤
は 、
大
変

で
し
ょ
う
ね」
「
四
斗
釜
の
芋
が
ゅ
の

サ
ー
ビ
ス
も 、
経
費
と
人
手
が
大
変
で

し
ょ
う」
と
色
々
な
質
問
を
受
け
ま
す

が 、
現
代
の
飽
食
の
時
代
に 、
本
当
に

お
い
し
く 、

安
心
出
来
る
農
産
物
を 、

よ
く
知っ
て
戴
き 、
選
択
し
て
戴
く

機

会
を
持
つ
場
所
が 、
ふ
れ
あ
い
朝
市
と

考
え
て
い
ま
す。

私
達
の
生
産
活
動
も
消
費
生
活
も 、

社
会
活
動
の一
環
と
し
て、
継
続
さ
れ

る
も
の
で
あ
り、
断
片
的
な
お
祭
り
行

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
日
常
生
活
の
洗

い
直
し
に
よ
っ
て、
よ
り
良
き
も
の
を

求
め
る
機
会
を 、
一
年
周
期 、
一
ヶ
月

周
期 、
一
週
間
周
期
で
あ
っ
て
も 、
毎

日
の
生
活
の
中
に 、
自
然
に
自
分
達
の

も
の
に
馴
じ
ん
で
来
る
よ
う
に
仕
向
け

る
の
が 、
目
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す。

家
庭 、
地
域 、
世
代 、
職
業
聞
の
相
互

理
解
と
互
助
の
気
持
ち
を
発
見
し
育
て、

創
造
し
て
ゆ
く

勇
気
と
汗
と
負
担
を
忍

耐
強
く

継
続
し
よ
う
と
思っ
て
い
ま
す。

ふ
れ
あ
い
朝
市
は 、
あ
く
ま
で
手
段
で

あ
り、
最
終
的
に
は
こ
の
朝
市
が 、
輪

島
の
朝
市
の
よ
う
に 、
毎
日
の
生
活
の

サ
イ
ク
ル
の一
部
と
な
る
よ
う 、
目
的

達
成
に
向
け
て
五
百
回 、
千
四
へ
と
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す。
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第一
次全国総合開発計画 、
いわゆる一
全総

によっ
て日
本全国が過疎過密に
色分けされ、

過疎地域から起こっ
た生き残りのた
めの「む

らおこし」
運動は昭和四十年代を背景に、
味

噌・
漬け物 、
焼削・
ワイン、
太鼓のむらおこ

し
御三家を生み 、
アンチ東京の自立的発信を

始めた。
しかし、
むらおこしに取り組んだ町

村の殆どは
行政主
導に
依存していたた
めか、

それほどの効果を生むに至らなかっ
た。

続いて起きた第二
の波ともいわ
れる「
地域

づくり」
は、
人 εつ
くり 、
シンポジ
ウム 、

イベ

ント
を新御三家として五十年代から平成の今

日まで 、
むしろ住民主体による地域おこしと

して 、
ふるさと創生の波に
乗っ
て活動は行わ

れてきた。
こ
うした流れの中で 、
大は博覧会か
ら小は

地域の夏祭りまで 、
まるでコピー
のようなイ

ベ
ントは 、
華やかに日本各
地で
繰り広げられ

ているが、
なにげなく行われているイベ
ント

にも浮き沈みがあり 、
イベ
ント
の在り方その

ものに赤信号が点り始めている。

そもそもイベ
ントの源流は戦前 、
戦後のむ

らづくりにあり 、
村祭りや盆踊り 、
演
芸会 、

体育祭 、
品評会といっ
たレクリエ
ー
ショ
ンや

生産活動として村人の生活の中に
定着してい

た。
その担い手も青年団や
婦人会といっ
た青

年 、
婦人が殆どであっ
た。
ところが過疎によっ



て
村
や
川
か
ら
青
年
の
姿
が
消
え
る
に
つ
れ
て
古
き

良
き
催
し
は
姿
を
消
し 、
イ
ベ
ン
ト

は
大
人
の
遊
び

へ
と
移
行 、
「
金
は
落
ち
ず
に
ゴ
ミ
は
落
ち 、
後
に

成
る
は
他
立
感」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に 、
目
的
の
な

い
ま
ま
の
イ
ベ
ン
ト

は 、
参
加
し
た
人
達
の
間
に
マ

ン
ネ
リ
と
俗
怠
感
を
残
し 、
池
山城
の
活
性
化
ど
こ
ろ

か
地
域
陥
れ
を
お
こ
し
て
い
る 。

こ
う
し
て
イ
ベ
ン
ト

の
概
略
を
伴
認
し
た
上
で 、

夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト

や
は
た
る
祭
り
な
と 、
私
の
手

附
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
素
材
と
し
て 、
手
作
り
イ
ベ
ン

ト
の
イ
ロ
ハ
:::

や
醍
醐
味
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

、
。'v

 
③

ベ
/
卜
に
は 、
沖
覧
会
型 、
観
光

地
域
イ

メ

ジ
型、

ス
。
ホ
l
ツ
・

健
康
型、

伝
統
行
事
・

祭

事
・

祭
り
別、

産
業
・

物
産
・

科
学
技
術
型、

交
流

刑 、
音
楽
刷 、
文
化
剤 、
芸
術
割 、
学
習
型 、
フ
ー

ド(
食)
型 、
冒
険
型 、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

型
な
ど 、
分

類
に
困
る
ほ
と
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る 。
さ
し
ず

め
夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー

ム
コ
ン
サ
ー
ト

は
音
楽
型・

地
域
イ
メ
ー

ジ
出 、
ほ
た
る
祭
り
は
地
域
イ
メ
ー

ジ

型
(
ア
メ
ニ
テ
ィ)
と
い
っ
た
所
だ
ろ
う 。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
を
す
る
場
合
「
何
の
た
め
に」

「
何
を
ど
の
よ
う
に」
「
と
こ
で」
「
誰
が
誰
と」
「
い

く
ら
で」
す
る
の
か
蛙
理
し
て
掛
か
ら
な
い
と
良
い

結
果
は
で
な
い 。
夕
日
や
は
た
る
を
見
て
ア
イ
デ
ア

と
L 、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
事
業
化
す
る
企
画
力
が
今

ほ
ど
問
わ
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
だ
ろ
う 。
単
な
る

ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
は
な
く
4
P
(
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー 、

プ
ラ
ン
ナ
ー 、

プ
レ
ー

ヤ
ー 、

プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー)

を
持
ち
合
わ
せ
た
企
画
マ
ン 、
キ
l

マ
ン
の
存
在
が

イ
ベ
ン
ト

に
は
欠
か
せ
な
い 。

⑬
マ
/
の
あ
る
イ
ベ
/
卜

は
長
続
き
す
る
と
里

、っ 。
ロ
ー

カ
ル
な
地
域
に
住
む
私
達
は 、
都
会
の
ま

ね
事
よ
り
も
都
会
に
な
い
ロ
ー

カ
ル
な
ロ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
こ
だ
わ
り 、
ロ
マ
ン
を
作
り
上
げ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い 。
夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト
も
ほ
た
る
祭

り
も
夕
日
と
蛍
火
と
い
う
光
と
影
の
部
分
を
ロ
マ
ン

に
仕
立
て
あ
げ
た
イ

ベ
ン
ト
と
い
え
よ
う 。
寅
さ
ん

シ
リ
ー

ス
「
殿
様
と
寅
次
郎」
の
舞
台
と
な
っ
た
日

本
で一
番
海
に
近
い
下
灘
駅
の
プ
ラ
y
ト

ホ
l

ム
を

舞
台
に
す
る
奇
抜
さ
や 、
五
百
個
の
ち
ょ
う
ち
ん
行

列 、
夜
空
の
風
船
飛
ば
し
な
ど 、
参
加
者
の
心
に
感

動
の
余
韻
を
残
す
ロ
マ
ン
の
表
現
は
数
多
く
あ
る 。

⑪
/
デ
ィ

キ
ャ
ッ

プ
は
ど
こ
に
で
も
あ
る 。
夕

日
が
沈
む
だ
け 、
ほ
た
る
が
飛
ぶ
だ
け 、
金
も
無
く

何
を
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
不
安
な
状
況
下
で 、

イ
ベ
ン
ト
を
竹
刻
み
育
て
て
行
く 。
そ
ん
な
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ

プ
の
中
で 、
金
は
無
く
と
も
心
に
夢
が
あ
る

こ
と
は
最
高
の
美
学
だ
と
思
う 。
金
が
無
け
れ
ば
知

恵
が
生
ま
れ 、
夢
あ
れ
ば
新
し
い
行
動
が
生
ま
れ
る 。

夕
日
は
音
楽
と
ジ
ョ
イ
ン
卜
し 、
ほ
た
る
は
ほ
た
る

市
を
生
み
地
域
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ

プ
を
見
事
に
克

服 、
地
域
住
民
の
ハ
ッ
ス
ル
と
地
域
外
の
人
々
の
熱

い
期
待
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
イ
ベ

ン
ト

に
育っ
て
き
た 。

③
ユ
|
ス
性
も
大
切
な
条
件
で
あ
る 。
海
沿
い

の
暖
か
さ
故 、
県
下
で一
番
早
く
開
催
さ
れ
る
ほ
た

る
祭
り
は 、
蛍
を
会
場
に一
匹
も
登
場
さ
せ
な
い
ユ

ニ
ー

ク
さ
で 、
逆
に
は
た
る
へ
の
想
い
を
ア
ピ
ー

ル

出
来
た
し 、
夜
空
へ
八
百
個
の
メ
ッ

セ
ー

ジ
風
船
を

上
げ
る
幻
想
も
ニ
ュ
ー

ス
性
抜
群
で
あ
っ
た 。
ま
た 、

コ
ン
サ
ー
ト

で
は 、
土
地
の
な
い
こ
と
を
逆
手
に
と
っ

て
列
車
の
発
着
す
る
プ
ラ
y
ト

ホ
ー

ム
を
舞
台
と
し

て
利
用
し 、
間
長
が
列
車
に
乗
っ
て
会
場
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー

ム
に
降
り
立
て
ば
演
奏
が
ス
タ
ー
ト

す
る
臨

場
感
が
話
題
と
な
っ
て
い
る 。

こ
う
し
た
ニ
ュ
ー

ス
性
は 、
マ
ス
コ
ミ
と
い
う
手

段
を
通
し
て
広
く

社
会
に
P
R
さ
れ 、
イ
ベ
ン
ト

が

認
知
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る 。
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン

ト
は 、
情
報
ソ
フ
ト

の
良
し

悪
し
で
決
ま
る
と
言
つ

15 



ても過言ではない。
情報伝達手段としてマ
ス

コミ対応の出来ないイ
ベントは
広がりも
川休ま

りも
乏しい
ものになっ
てしまう
だろ

う。

⑧ットなイ
ベントが終わ
色仕掛けた人も

演じた人も同じ畳に座して、
心の交流をする。

単なる慰労会でなく次につ
なぐ 。フラン・
ドゥ・

シ!
の役目を果たしながら感動を分かち合う

のである。
コ
ンサートに出演したミュージシャ

ン下回逸郎氏が、
反省会で
若者との交流で
熱

くなっ
て町の仙を作るこ
とを約
束 、
次の
年

『双海恋歌』
をプレゼント
発表したことは
熔

しい
裏話であり、
来年の火種となっ
てる。

また 、
ほたる祭には宇和町のホンネ共和国

や大洲市の柳沢
地区 、
今治市の乃万
地区等 、

ほたるを志す人達が
訪れ 、
交流の中ではたる

ネy
卜ワーク
を広げている。

⑥ルン!
?

ベ/
トには 、
理屈
すで多

くの
参加者が感動を求め
てやっ
て来る。
コ
ン

サート
の場合 、
現代社会の

風潮として、
その

地域の能力や財力の分相応をは
るかに越えた

有名人を呼ぶことが流行のようになっ
ている。

結果は 、
イ
ベント屋の言うなり、
なすがまま

に有名人の人気ばかりが一
人歩きし、
高い入

場券を割り当てられて販売に苦労したり 、コ

ンサート
の良し悪しを何人動員したかで評価

するようになっ
ている。
小さな手 εつ
くりのコ

ンサートであっ
ても、
音楽を楽しみたいとい

う本来の目的は達成出来るは
ずである。
たっ

た一
回で終わるのでなく、
継続してマ
ンネリ

を克服し力を蓄え、
伝統の重み
を付けなけれ

ばならない。
すっ
かり有名と
なっ
た夕焼けコ

ンサートが無料で聴け 、
僅か百万円余りで運

営されていることを知る人は
少ない。

⑥レンディ
な感覚が今ほど
要求されてい

る時代はない。
まちをどう美し
くファッ
ショ

ナブルに表現するか、
イ
ベント
も同じこ
とが

言えよう。
そのためには
部外者の洗練された

意見や
指導を受けることも大切な仕事である。

夕焼けコ
ンサートは夕日が主
役のた
めことさ

らの舞台装置は必要でないが、
プラッ
トホー

ム
に白い布をかけ 、
花を生ける
だけで
会場の

雰囲気はすっ
かり変貌する。
今年のコ
ンサー

トに合わせ 、
花祁誌「FLOWER
SHO

P」
伺載のため
のフラワーパ
フォーマ
ン
スが

飛び込み
で行われたが、
専門家の生けた花が

出演者とともにスポッ
トライトに映えとても

ステキであっ
た。

今後もこれらのテlマ
に積極的にトライし、

夢に見ている「夕焼けコンサート」
と
「夕焼

けのフ7y
ショ
ンショ
l」
をジョ

イン卜開催

出来るよう
努力して行きたい。

夢なき民は
滅びるというが、

人は
夢を追う

から楽しく、
生きがいも感じる。
自分の町を

愛するからこ
そ夢が生まれ 、
夢を形にする手

16 

段としてイ
ベントは
人を巻き込み
社会を揺さ

ぶる。
たかがイ

ベントでなく、
されどイ

ベン

ト
の気概をもっ
て、
まちの元気を回復するた

めにこ
だわりのイ

ベントを今後も
仲間ととも

に仕掛けて
行きたい。
二度とない人生だから・



地
域
づ
く
り
・
ふ
く
し
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム

研修 レ ポー ト
庁
兎

追
い
し

小
鮒
釣
り
し

夢
は
今
も

忘
れ
が
た
き

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に

い
ま

ふ
る
さ
と
は州

愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

め
ぐ {皮 彼
り の の
て 川 山

ふ
る
さ
と

目
を
閉
じ

て
コ
ー

ラ
ス

を
聴
い
て
い

る
と 、
二
十

数
年
前
に
タ

イ
ム
ス
リ
y

プ 。山
中で
タ
ー

ザ
ン
ご
っ
こ

し
た
り 、
住

み
家
を
作
っ

て、
山
賊
ごっ

こ
し
た
り 、

一
日
中 、
1 1 1  

に
潜っ
て、
魚
を
躍っ
た
り::: 。
等
々 、

走
馬
灯
の
よ
う
に
蘇
り、
ジ
ー
ン
と
感

慨
気
分
に
浸っ
て
く
る 。

十
月
末
日 、
「
地
域
づ
く
り
東
日
本

会
議」
が
福
島
県
郡
山
市
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
た 。
こ
の
シ
ン
ポ
を
ソ

フ
ト
タ
ッ

チ
に
演
出
し
て
く
れ
た
の
は 、

県
立
安
積
女
子
高
校
合
唱
部 、
約
八
十

名
の
メ
ン
バ
ー 。

(
全
国
大
会
十一
年

連
続
金
賞
受
賞)

シ
ン
ポ
に
は 、
三
十一
都
道
府
県 、

五
百
余
名
の
地
域 εつ
く
り
関
係
者
が
郡

山
市
を
は
じ
め
四
会
場
に
集
合
し
た 。

今 、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が 、
全

国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
中
で 、

地
域
を
取
り
巻
く

情
勢
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る 。

各
地
域
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
や
特

色
あ
る
活
動
の
情
報
交
換
を
目
的
に 、

宇
都
宮
正
昭

「
我
が
町
の
為
に
何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る

モ
ノ
は
な
い
か」
と
集
ま
っ
て
来
た
人

た
ち
の
輝
く
視
線
を
背
に
感
じ
な
が
ら・・・ 。

今
回
の
シ
ン
ポ
の
特
徴
と
い
え
ば 、

メ
イ
ン
会
場
の
郡
山 、
そ
し
て
福
島 、

会
津
若
松 、
い
わ
き
の
四
会
場
を
衛
星

通
信
を
利
用
し
て
テ
レ
ビ
会
議
方
式
を

採
用
し
て
い
る
こ
と 。
各
会
場
の
様
子

を
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し 、
双
方
向

の
意
見
交
換
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る 。最
新
鋭
の
情
報
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し

た
こ
の
シ
ン
ポ
は 、
近
未
来
の
会
議
シ

ス
テ
ム
の
変
化
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た 。
(
あ
る
民
間
企
業
で
は
既
に

実
用
段
階
に
突
入)

福
島
県
は
イ
メ
ー

ジ
と
違
っ
て、
都

心
か
ら
近
距
離
に
位
置
し
て
い
る。
現

在 、
新
幹
線
で
東
京
か
ら一
時
間
半 、

こ
れ
が
来
年
新
幹
線
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
が
図
ら
れ
る
と 、
な
ん
と 、
一
時
間

で
着
い
て
し
ま
う。
そ
し
て
コ
メ
の
生

産
量
日
本一
を
誇
る
広
大
な
田
園
風
景

を
背
景
に 、
東
北
自
動
車
道 、
磐
越
自

動
車
道
な
ど
高
速
道
路
の
整
備
も
着
実

に
進
展 。
四
国
も
木
州
と一
体
と
な
っ

た
と
は
い
え、
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感 。
し
か

し
こ
れ
が
正
に
四
国
の
良
さ
な
の
か
も。

-「
ふ
く
し
ま
フ
ォ
ー

ラ
ム」
の

内
容
か
ら

四
分
科
会
の
中
で
私
の
出
席
し
た
郡
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山会場のテlマ
は

「
情
報
は
地
方
か
ら
世
界
ヘ
」

ー
物
語
の
あ
る
ま
ち、
つ
く
り
l

ハ
イレ

ベル
なテーマ
の下 、
伊藤和

さん(街こおりやま編集長)
のコー

ディネ|トによっ
て個性的なパ
ネ

リストたちの意見交換が行われた 。
(抜粋)

。
菅
野
典
雄
さ
ん

(
福
島
県
飯
館
村
公
民
館
長)

マ
ナつ
くりとは、
貴重な人生の

足元(
地域)
を見つ
めて、
自
分な

りにテザインしていく人をひとり

でも多くつ
くる事が最終目的であ

る 。
その方法とし
て、

イ
ベン
ト、

文
化振興 、
特産品開発等があると

聞 い山、っ。また 、
一
つ
の事業を成功させる

ことが目的ではなく 、
物語性を作っ

て住民に
問いかけることが、
マス

コ
ミに
鮮明に映るのではないか0

0
後
藤
元
さ
ん

(ラッ
ク計画制修所研究員)

情報の発信と地
方の個性
化とを

とう結びつ
ければいいか?

情報化が進めば進むほと
地方は

個性を失っ
てくる
ので
はないか。

従っ
て受信側は主体性を持ち 、
文

化水準を高めるべ
きである 。

特産品は地域のイメージ 、
地域

そのものをブラン
ド
化して
商品に

乗せ
ていくという戦略が
重要であ

る 。

-
ひ
と
つ
の
感
想
と
し
て

一
般に
情報化社会と
言われる中

で、
各種マスメディアによっ
て情

報を先取りしたものが、
勝利者に

なる可能性が高いようである 。

マ
チづ
くりにおいても、
特にユ

ニークな最新事例の情報を仕入れ

て、
いち早く仕掛けた地域が一
般

的にマ
ナづ
くりで
有名な
地域とし

て見られる傾向にある 。

しかし、
これらの情報も全て鵜

呑みにしてはいけないと思う 。
マ

チ ョつ
くり情報誌に
掲載されている

地域がなぜ偏っ
ている
のか。
それ

は、
一
面には各編集者にすれば受

け売りの情報を活用するのが簡単

且つ
安全ということが少なからず 、

根底にあると思う 。

ところで、
雑誌 、
テレビ
等のメ

ディア情報の中で、
全国の白%は

東京ブランドで発
信されていると

18 

ぃ、っ 。(一
説に
は卯%を越え
てい

る)従っ
て情報化社会の中で東京の

影響力は説々
強くなると言
われる

が、
出来事ひとつ
見ても東京以外

の地域のニュ
ース

が多いのに気が

付く 。「ど
うっ
てことないじゃ
な

いか」
と言っ
ても単に東京コンプ

レッ
クスに聞こえる
だけだろうか。

最後に総括コーディ
ネータl
の

下平尾先生(
福島大学教授)
から、

「文化 、
伝統 、

風土など地域資源

を活かした地域づ
くりが重要であ

るが、
原点は『ふるさとの

心」
を

どのように表現していくかであろ

、っ 。」と
心に残ることばがあっ
た 。

翌日は、
地元の方々
の手厚い案

内による現地視察 。

あの野口英世を
育ん
だ磐梯山と

猪苗代湖のま
だま
だ開発されてい

ない農村
風景を
味わっ
ていると 、

「ふ
るさとの

心」
が再度 、
脳裏を

かすめてくる 。

そんな感動を覚え・ながら、
私の

「再訪の
地・
会津」
を後にした 。



第
六
回
地
域
づ
く
り
受
流
研
修
記(
蛭
川
村
の
巻)

地
域
の
喜
び
づ
く
り
に
熱
く
な
れ

研修 レ ポー ト
県
内
の
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

や
実

践
者
の
養
成
を
目
的
に 、
エ
ネ
ル
ギy

シ
ュ
で
個
性
的
な
十
八
名
の
研
修
団
が 、

去
る
十一
月
十
三
日
1

十
六
日
の
四
日

間 、
岐
阜
県
蛭
川
村 、
明
智
町
(
日
本

大
正
村) 、

名
古
屋
市
(
大
曽
根
商
店

街)
を
訪
問 。
酬
修
先
で
は 、
個
性
的

な
地
域
づ
く
り
や
地
域
の
自
立
を
目
指

し
て
多
様
な
活
動
を
実
践
し
て
い
る
人

達
と
の
交
流
会
等
実
り
多
く

心
が
熱
く

なっ
た
制
修
の
日
・々:・
。

こ
こ
に
そ

の
人
達
と
の
出
会
い、
感
動
の
模
株
を

報
告
し
ま
す。

。
産
業
の
中
心
は
石 、

い
し 、

石

蛭
川
村
は 、
人
口
約
凹
千
人
で
昔
か

ら
御
影
石
の
産
地
と
して
知
ら
れ 、
建

築
土
木 、
造
園 、
墓
石
用
石
材
と
し
て

全
国
に
出
荷
さ
れて
い
る。
ま
た
御
影

上
ノ
田

側
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
員

誠

石
と
共
に 、
水
晶 、
ト

パ
ー

ズ 、
緑
柱

石
等
を
初
め
八
十
七
種
頬
の
鉱
物
が
産

出
さ
れ 、
鉱
物
の
日
本
三
大
産
地
の一

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る。

村
の
石
材
業
者
は 、
四
十
七
社
を
数

え
年
間
六
十
億
円 、
正
に
石
材
産
業
が

村
の
産
業
の
中
心
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん。

。
行
政
の
以
も
石
な
り

役
場
を
訪
ね
て
林
村
長
さ
ん
や
林
企

画
商
工
課
長
さ
ん
か
ら
行
政
の
心
(
芯)

を
お
聞
き
す
る。

村
で
は 、
自
然
(
石
と
緑)
を
大
切

に
し
た
「
全
村
公
園
化」
の
村 、、つ
く
り

を
目
指
し 、
そ
の一
還
と
し
て
空
間
美

の
あ
る
石
の
オ
ブ
ジ
ェ
ロ
ー
ド
を
元
年

度
1

三
年
度
に
渡
り
三
キ
ロ
程
整
備。

ま
た
民
間
と一
体
と
な
り
「
石
彫
の
集

い」
を
開
催
す
る
な
ど
石
の
村
か
ら
の

文
化
芸
術
性
を
追
求
し
な
が
ら
「
ス
ト
ー

ン
ガ
ー

デ
ン
蛭
川」
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る。個

性
的
な
地
域
づ
く
り
は 、
地
域
の

文
化
や
資
源
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
同

時
に 、
石
を
含
め
た
山
村
の
文
化 、
つ

ま
り
心
の
豊
か
さ
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
置

い
て
い
る
と
思
わ
れ
た 。

。
石
の
心
が
伝
わ
る
博
石
館

石
の
村
を
象
徴
す
る
博
石
館
を
訪
ね

水
野
部
長
さ
ん
の
丁
寧
な
施
設
案
内
の

後 、
お
父
さ
ん
の
代
よ
り
石
材
業
を
営

み 、
現
在
附
岩
本
の
社
長
で
博
石
館
館

長
も
務
め
る
岩
本
哲
臣
さ
ん
に
レ
ク
チ

ャ
ー

を
受
け
る 。

『
外
国
に
あ
る
石
の
文
化 、
伝
統
が

日
本
に
な
い
の
を
憂
い、
観
光
目
的
で

な
く
日
本
の
石
屋
と
し
て、
石
屋
が
考

え
デ
ザ
イ
ン
し
た
最
高
の
物
を
造
り
た

い』
そ
ん
な
思
い
か
ら
誕
生
し
た
博
石

{ロ回。h告が石
の
オ
ブ
ジ
ェ
ロ
i
ド
を
通
り
大
博

石
門
を
く
ぐ
る
と、
鉱
物
を
展
示
す
る

本
館
や
み
か
げ
館 、
石
柱
が
林
立
す
る

野
外
ス
テ
ー

ジ 、
五
千
人
コ
ロ
シ
ア
ム 、

一
日
に
石
を
二

個半づ
っ
積
み
重
ね
延々

オ ブジ エ ロ ー ド鉱物 を 展示す る 本館
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二
年
六
ヶ
月
を
か
け
て
完
成
し
た
博
石

館
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

等 、

正
に
石 、
い
し 、

石・
・
。

石
の
文
化
の
創
造
性
を
追
求
し
て
い

る
石
文
化
の
伝
承
館
で
あ
る
博
石
館
は 、

石
の
芸
術
の
殿
堂
で
あ
り
地
球
の
眠
り

か
ら
覚
め
た
石
の
息
吹
や
語
り
が
あ
る 。

石
の
心
を
大
切
に
し
た
施
設
ゆ
え、
石

の
心
が
伝
わ
っ
て
く
る 。
そ
れ
は
反
面 、

地
球
資
源
や
地
域
資
源
の
有
効
利
用
の

大
切
さ
も
伝
心
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
く
る。

。
石
の
上
に
も
三
年

博
石
館
も
現
在
は 、
年
間
十
六
万
人

が
訪
れ 、
村
の
シ
ン
ボ
ル
兼
石
文
化
の

情
報
発
信
基
地
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

が 、
す
べ
て
順
風
満
帆
と
い
っ
た
訳
で

は
な
い。

岩
本
さ
ん
は
「
資
金
面
の
困
難
は 、

ア
イ
デ
ア
と
自
ら
の
労
力
で
補
っ
た」

と
力
説
す
る。
こ
れ
は
私
達
も
大
い
に

見
習
い
た
い
も
の 、
そ
う
し
た
努
力
を

し
て
い
る
地
域
や
人
が
育っ
て
い
る
町

や
村
は 、
地
域 εつ
く
り
の
先
進
地
と
なっ

て
い
る。
地
域
に
風
や
波
を
起
こ
す
時

の
闘
志 、
知
恵 、
汗
は
地
域
づ
く
り
を

志
す
者
に
と
っ
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
ポ

イ
ン
ト

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
教
わ
っ

た 。

岩本館長 さ ん の レ ク チ ャ ー

当
初
か
ら
手 εつ
く
り
で
造
り

始
め 、

造
る
中
で
自
分
達
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ 、
そ
の
過
程
で
石
材
加
工
の
特
許
も

何
十
件
と
生
ま
れ
る
な
ど
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
石
の
匠
の
結
品
と
も
い
え
る

石
文
化
公
園
博
石
館。

オ
ー

プ
ン
し
て
数
年
は 、
赤
字
で
手

放
す
こ
と
も
考
え
た
が 、
「
石
造
ゆ
え

投
資
額
以
上
に
価
値
が
あ
る」
と
言っ

た
友
人
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
も
あ
り 、
努

力
の
結
果 、
三
年
目
よ
り
全
国
で
も
数

少
な
い
黒
字
の
博
物
館
に
育
て
上
げ
る 。

博
石
館
を
造っ
た
こ
と
に
よ
り
本
杜
も

活
性
化 、
社
員
七
名
の
会
社
か
ら
今
で

は
七
十
二
名
の
会
社
へ
と
発
展
す
る。

現
在
も
日
本
で
初
め
て
の
施
設 、
石

お
も
し
ろ
館 、
石
科
学
館 、
石
歴
史
館 、

石
の
学
校
の
工
事
を
始
め
て
い
る。

「
石
の
理
想
郷
ス
ト
ー
ン
ピ
ア」
建
設

の
夢
は
続
く 。
石
よ
り
堅
く
て
大
き
い

岩
本
さ
ん
の
意
志
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー 。

岩
を
も
砕
く

意
気
と
熱
気
を
感
じ
る 。

AU
村
つ
く
り
の
原
石

数
年
前 、
岩
本
さ
ん
が
青
年
部
長
に

な
る
と、
従
来
の
動
き
が
変
わ
っ
た 。

村
の
見
直
し
を
きっ
か
け
に 、
村
の
十

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
に
石
の
オ
ブ

ジ
ェ
ロ
ー
ド
を
造
ろ
う
と
い
う
構
想
や

人 ずつ
く
り
財
団
構
想 、
人
口一
万
人
の

村 ごつ
く
り

構
想
等
「
ロ
マ
ン
帝
国
蛭
川

20 

博石館 の シ ン ボルー ピ ラ ミ ッ ド

村
づ
く
り」
を
や
ろ
う
と
運
動
を
起
こ

し
色
々
と
画
策
「
石
に
火
が
つ
い
た」

と
い
う
ビ
デ
オ
を
自
分
達
で
製
作
し 、

町
内
全
世
帯
や
新
聞
各
紙
に
配
布 。
結

果
は
村
で
大
騒
ぎ
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
な
り 、
そ
う
し
た
構
想
が
す
ん
な
り

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る

が 、
現
在
で
は
そ
の
時
の
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
火
つ
け
と
な
り
オ
ブ
ジ
ェ
ロ
l
ド

が
出
来
た
り
と、
徐
々
に
で
は
あ
る
が

成
果
が
実
り
つつ
あ
る 。

青
年
部
自
体
も
仕
掛
け
ば
か
り
で
な

く 、
石
の
看
板
や
石
の
パ
ス
停
を
造っ

た
り
と
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
い
る。

岩
本
さ
ん
が
青
年
部
を
引
い
た
後
も

当
時
の
元
気
印
を
引
き
継
ぎ 、
今
は
第

二
段
「
も
う
石
に
火
が
つ
い
た
か」
と

青年部手っ く り の看板



い
う 。フ
ラ
ン
も
出
来
上
が
っ
て
い
る。

実
に
住
民
や
行
政
の
揺
さ
振
り
方
は
行

動
的
で
あ
る 。
青
年
部
は 、
岩
本
さ
ん

同
様
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
石
(
意
志)

の
強
い
人
達
の
固
り
で
あ
る 。
そ
れ
が

蛭
川
村
づ
く
り
の
原
石
で
あ
る
と
思
え

た。AU
石
の
村
で
の
交
流
会

岩
本
さ
ん
よ
り
博
石
館
建
設
の
思
い

入
れ
や
青
年
部 、
恵
那
j
C
時
代
か
ら

の
地
域
づ
く
り
に
掛
け
る
情
熱
等
の
レ

ク
チ
ャ
ー

を
受
け
た
後 、
村
営
紅
岩
山

荘
で
商
工
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
も
交

え
て
交
流
会。
各
々
朝
早
く

起
き
て
故

郷
を
旅
I
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
さ

す
が
本
需
の
研
修(
?
)
。

村
特
政
松
茸

の
ど
び
ん
蒸
し
ゃ
松
茸
ご
飯
に
青
年
部

メ
ン
バ
ー

の一
人 、
大
橋
さ
ん
方
の
地

一泊
で
乾
杯 。
各
自
ア
ル
コ
ー

ル
の
効
果

よ
ろ
し
く
車
座
に
な
り
自
分
達
の
考
え

方
や
思
い
を
語
り
合
い
立
見
交
換・・:: 。

次
第
に
雌
り
上
が
り 、

皆
石
の
よ
う
に

動
ぜ
ず
川
の
経
つ
の
も
忘
れ
さ
す。

青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

は
隣
り
の
恵
那

j
C
に
所
属
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

を
構
築
し
て
い

る。
岩
本
さ
ん

が
j
C
の
理
事

長
の
時
か
ら
始

め
た
恵
那
地
方

の
特
産
松
茸一

ト
ン 、
二
万
五

千
本
を
目
玉
に 、

実
行委
員
千
人 、

参
加
者
十
数
万

人
規
模
の
「
み
の
じ
の
み
の
り
(
美
濃

路
の
実
り)
祭
り」
イ
ベ
ン
ト

等
数
多

く
の
体
験
を
通
し
て、
感
性
を
磨
き
行

動
力
を
培っ
て
い
る
こ
と
を
確
信 。

イ
ベ
ン
ト

等
を
行
う
中
で
人
が
育
っ

て
く
る
話
し
を
よ
く
耳
に
す
る。
私
も

そ
う
信
じ
て
い
る一
人
で
あ
り
ま
す
が 、

村
づ
く
り
の
原
石

で
あ
る
青
年
部
の

人
達
は 、
行
動
の

中
か
ら
麿
か
れ
す

ば
ら
し
い
玉
石
に

なっ
て
い
る。
そ

う
そ、つ
研
修
団
も

各
町
村
の
地
域
づ

く
り
の
原
石
(
人

材) 。
こ
の
原
石
に
磨
き
が
か
か
っ
た

石
の
村
で
の
交
流
会
で
あっ
た 。

。
石
(
意
志)

に
火
が
つ
い
た

旅
は
出
会
い
で
始
ま
り::: 。
こ
こ

蛭
川
で
も
多
く
の
人
に
出
会
い
色
々
と

教
え
ら
れ
た 。
ス
ト
ー
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
岩
本
さ
ん
に
は 、
特
に
多
く
の
こ
と

を
教
わ
っ
た 。
博
石
館
の
建
設
と
同
じ

よ
う
に 、
地
域
づ
く
り
も
ど
う
す
れ
ば

可
能
に
な
る
か
と
い
う
発
想
が
大
切
で

あ
り、
「
出
来
る
出
来
る
必
ず
出
来
る」

と
思
え
ば
必
ず
出
来
て
く
る 。
自
分
の

信
じ
る
こ
と
を
や
り
続
け
れ
ば
い
い
と

元
気
づ
け
ら
れ
た
の
は
私
だ
け
で
は
あ

る
ま
い。

博
石
館
は 、
見
る
施
設
で
な
く

学
び

教
え
ら
れ
る
施
設
で
あ
る 。
ま
た
氏
の

ま
ち
づ
く
り
と
会
社
経
営
を
織
り
混
ぜ

た
企
業
文
化
論
の
実
践
の
場
で
あ
る 。

氏
日
く

「
会
社
経
営
は 、
社
員一
人
ひ

と
り
の
能
力
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か

が
課
題
で
つ
ま
る
と
こ
ろ
人 3つ
く
り、

ま
た
ま
ち ョつ
く
り
も一
人
ひ
と
り
の
心

の
満
足
度
を
い
か
に
高
め
る
か
で
あ
り

目
指
す
と
こ
ろ
は
人
づ
く
り
に
他
な
ら

な
い」
と。
社
員
が
運
営
す
る
「
喜
び

づ
く
り
委
員
会」
に
よ
る
会
社
経
営
と

人
づ
く
り。
心
に
重
き
を
置
い
た
企
業

活
動
こ
そ
氏
の
地
域
文
化
活
動
で
あ
り、

氏
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
い

え
る。
心
を
忘
れ
た
会
社
経
営
の
発
展

は
望
め
な
い
し 、

心
の
触
れ
合
い
を
忘

れ
た
ま
ち eつ
く
り
も
あ
り
え
な
い
こ
と

を
悟
さ
れ
る 。
社
員
の
経
験
や
体
験
が

会
社
の
資
産
で
あ
り
「
喜
び
づ
く
り
に

熱
く
な
れ」
が
会
社
の
そ
し
て
氏
の
モ
ッ

ト
ー

で
あ
る 。

研
修
は
ま
だ
始
まっ
た
ば
か
り、
こ

こ
蛭
川
村
を
訪
れ
て
何
か
石
(
意
志)

に
火
が
つ
い
た
思
い
が
し
た
と
同
時
に

研
修
生
共
々
地
域
の
喜
び
づ
く
り
に
熱

く
な
り
た
い
も
の
で
あ
る 。
そ
ん
な
思

い
を
胸
に
美
濃
路
の
旅
は
続
く・・・・・・ 。

(
次
号へ
続
く)

込
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地
域
づ
く
り
は
人 事
つ
く
り
か
ら

……リ レーでち ょ っ トーヴ……

私
が
新
居
浜
に
来
て
も
う
6
年
に
な

り
ま
す。
と
い
っ
て
も 、
生
ま
れ
も
育

ち
も
新
居
浜
で
す
か
ら、
本
当
は
帰っ

て
来
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か 。
私

は
昔
か
ら
都
会
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で

新
居
浜
に
帰
る
と
決
まっ
て、
大
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た 。
確
か
に 、
子
供
を
育
て
る

に
は 、
穏
や
か
な
田
舎
の
方
が
良
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど 、
私
の
好
み
の
映
画

は
こ
な
い、
T
V
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
少

な
い、
デ
パ
ー
ト

は
少
な
い。
そ
し
て

何
よ
り
も
田
舎
は
何
か
と
煩
わ
し
く
て

い
や
だ
な
7
と
い
う
気
持
ち
で
し
た 。

と
は
い
っ
て
も 、
転
勤
で
す
か
ら
帰

ら
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
し 、
来
て
し

ま
っ
た
ら、
今
を
嘆
く
よ
り、
積
極
的

に
と
う
し
た
ら
楽
し
め
る
か
を
考
え
た

方
が
良
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す。
そ
ん

な
時
ち
ょ
う
ど
上
の
子
が
ガ
ー

ル
ス
カ

ウ
ト

に
入
団
し 、
役
が
廻
っ
て
き
た
の

を
きっ
か
け
と
し
て
そ
の
方
面
で
が
ん

ば
る
事
に
し
ま
し
た 。
初
め
は
知
ら
な

新
居
浜
市

-
:

リ
レ
ー

で
ち
ょ
っ
ト
i
hF:
:

し
た 。
私
自
身
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
こ

の
大
学
に
参
加
し
て
い
ま
す。
市
民
が

求
め
て
い
る
も
の、
勉
強
し
た
く
な
る

も
の
を
と
言
わ
れ 、
私
自
身
の
興
味
も

あ
っ
て
「
子
ど
も
の
教
育」
と
「
福
祉」

を
考
え
ま
し
た。
「
子
ど
も
の
教
育」

に
つ
い
て
は
P
T
A
の
役
を
し
た
時
か

ら
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
し
た
し 、

「
福
祉」
の
講
師
に
つ
い
て
は
ガ
ー

ル

ス
カ
ウ
ト

に
没
頭
し
た
た
め 、
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
で
し
て
い
た
お
手
伝
い
が
出
来

な
く
なっ
て
し
ま
っ
た
反
省
を
込
め
て、

今
私
達
に
何
が
出
来
る
か
と
ずっ
と
思つ

て
い
ま
し
た 。

清
水
美
里

い
事
ば
か
り
で 、
共
同
募
金
で
大
き
な

声
が
出
な
か
っ
た
り、
人
の
前
で
話
す

の
に
オ
ロ
オ
ロ
し
て
し
ま
っ
た
り、
大

変
で
し
た
が 、
私
に
は
勉
強
に
な
り
ま

し
た 。
ま
た 、
公
民
館
が
活
動
場
所
で

し
た
の
で 、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト

活
動
が

地
域
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た 。
積
極
的
に

参泊
す
る
様
に
なっ

た
の
も 、
そ
こ
に
集

う
人
達
と
友
達
に
な

れ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す。
広
報
で
見
る

だ
け
で
は
ど
う
し
よ

う
か
と
迷、つ
け
れ
ど 、

知
っ
て
る
人
か
ら
誘

わ
れ
る
と
参
加
し
や

す
く
な
り
ま
す。

今
年
か
ら
新
居
浜

市
で
は 、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

が
活
動
し

は
じ
め 、
生
涯
学
習

大
学
が
開
校
さ
れ
ま

「
福
祉」
の
講
師

に
つ
い
て
は、

心
障
者
セ
ン
タ

ー
の
方
に
助
け

て
い
た
だ
き
ま

し
た 。
「
教
育」

の
講
師
も
悩
み

ま
し
た
が、

友

人
の
紹
介
で
う

ま
く
決
ま
り、

講
座
も
な
ん
と

か
好
-評
を
得
て、

ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
な
く、

こ
の
講
座

に
参
加
さ
れ
た
方
達
と
知
り
合
い
に
な

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
ま
で
も
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
を
通
し
て、

多
く

の
方
と
知
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
が、

そ
の
方
速
か
ら
な
ん
と
多
く
の
事
を
与

え
て
も
ら
っ
た
事
で
し
ょ
う
か
f・

新
居
浜
に
来
た
時
と
全
然
変
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す。
イ
ヤ
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が 、
今
ま
た
転
勤
に
な
っ
た

ら
「
行
き
た
く
な
い」
と
思
う
か
も
?

私
を
成
長
さ
せ
て
下
さ
っ
た
方 、
未
熟

な
私
を
見
守っ
て
下
さっ
て
多
く
の
方
々

に
「
あ
り
が
と
う」
と
言
い
た
い
グ

次
回
は 、
教
育
に
つ
い
て
い
い
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
西
条
市
の
三
島

崇
敬
さ
ん
で
す。
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百
騰
を
め
ざ
す自

然
派
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

井
尻

弘

- … ・ ・ リ レーで ち ょ っ トーヴー ・

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
お
も
し
ろ
く

な
る」
そ
う
信
じ
て
す
丘
の
道
を
選

ん
で
七
年 、
ど
う
し
て
も
実
戦
者
に
な

り
た
く 、
七
年
間
勤
め
た
農
業
改
良
普

及
所
を
退
職
し 、

現
在 、
百
絡
を
め
ざ

し
て、
関
東
(
つ
く
ば
市)
を
中
心
に

農
産
物
の
産
直
を
行っ
て
い
る
自
然
派

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
修
行
中
で
す。

自
分
が
農
業
を
す
る
な
ら 、
ど
う
いっ

た
農
業
が
し
た
い
か 。
ど
う
い
っ
た
農

業
が
お
も
し
ろ
い
か 。
決
断
の
答
え
は

そ
こ
に
あ
り
ま
す。

ま
ず
は 、
流
通
の
改
善
を
是
非
と
も

し
た
い
と
思っ
て
い
ま
す。
従
来
の
流

通
(
生
産
者
↓

出
荷
業
者
↓

市
場
↓

卸

仲
買
↓

小
売
↓

消
費
者)
で
は 、
手
取

り
が
少
な
い
だ
け
で
な
く 、
生
産
者
の

心
は
伝
わ
ら
な
い
し 、
消
費
者
の
心
も

解
ら
な
い。
今 、

求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
心
の
つ

な
が
り
だ
と
思

う
の
で
す。
消
費
者
と
心
を
つ
な
ぐ
た

め
に
も
産
直
で
あ
り
た
い
と
思っ
た
し 、

消
費
者
の
ニ
l

ズ
を
確
実
に
把
握
す
る

た
め
に
も
大
消
費
地
で
あ
り
た
かっ
た 。

農
業
に
も 、
町 aつ
く
り
に
も
共
通
だ

と
思
う
の
で
す
が 、
今 、
重
要
な
の
は 、

地
域
の
枠
を
越
え
た
発
想
と
行
動
力
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か 。
私
は
宇
和
島
市

出
身
で
す
が 、
宇
和
島
の
中
で
宇
和
島

の
農
業
や
町
づ
く
り
を
考
え
て
も 、
決

し
て
大
き
な
ジ
ャ
ン
プ
は
で
き
な
い。

宇
和
島
の
農
業
を
良
く
し
よ
う
と
思
っ

た
ら 、
愛
媛
全
体
の
農
業
の
こ
と
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
愛
媛
の
農
業

を
良
く

す
る
た
め
に
は 、
日
本
の
農
業

を
知
る
こ
と
が
必
ず
必
要
で
す。
そ
れ

が
な
け
れ
ば 、
こ
の
変
化
の
激
し
い
農

業
情
勢
の
中
で
決
し
て
生
き
残
る
事
は

で
き
な
い
と
思
う
の
で
す。
地
域
を
知っ

て、
外
部
的
視
点
が
そ
こ
に
加
わ
っ
て

こ
そ 、
地
域
の
進
歩
と
前
進
が
は
じ
ま

る
と
思
い
ま
す。

お
も
し
ろ
い
農
業
の

実
戦
に
必
要
な
の
は 、

当
り

前
の、」
と
で
す
が 、

ま
ず
は
農
業
そ
の
も
の

を
楽
し
む
こ
と、
そ
し
て
農
村
で
の
生

活
を
楽
し
む
こ
と
で
す。
今
の
農
業 、

農
村
が
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ
た
理
由

の一
つ
は 、
余
り
に
も
都
会
の
生
活
を

取
り
入
れ
よ
う
と
し
た 、
真
似
を
し
て

き
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す。

宇
和
島
は
宇
和
島
で
あ
り
た
い
し 、

愛

媛
は
愛
媛
で
あ
っ
て
欲
し
い
の
で
す。

今 、
考
え
た
い
の
は
(
都
会
の
住
民
に

は
で
き
な
い
て
農
業 、
農
村
ら
し
さ

の
追
及
で
あ
り、
創
造
だ
と
思
う
の
で

す
(
決
し
て、
都
会
の
生
活
を
模
倣
す

る
の
で
は
な
く)
。

都
会
に
は
な
い
も

の 、
緑
や
自
然 、
お
い
し
い
空
気 、
き

れ
い
な
水 、
四
季
折
々
の
顔 、
そ
し
て

ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ 。
そ
う
い
っ
た
も
の

を 、
愛
媛
を
離
れ
た
地
か
ら
じ
っ
く
り

と
考
え
て
み
た
い
と
思っ
て
い
ま
す。

次
回
は 、
重
信
町
(
あ
の
「
ド

テ
カ

ボ
チ
ャ
カ
ー

ニ
バ
ル」
で
有
名
な)
で 、

米
麦
を
中
心
に
農
業
を
し
て
い
る
牧
秀

宣
氏
で
す。
氏
は 、
強
力
な
個
性
の
持

-
:

リ
レ
ー

で
ち
ょ
っ
ト
I
q---

ち
主
で 、
農
業
と
農
村
で
の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る 。
農へ
の
哲
学
と
人
生
の

哲
学
を
持っ
て
い
る 。
お
祭
り
好
き
で

あ
る 。
な
ど
な
ど
に
於
て
私
の
目
標
と

す
る
百
将
の
ひ
と
り
で
す。

農
業 、
農
村
が
生
き
生
き
と
す
る
た

め
に
は 、
一
人
で
も
多
く
の 、
百
将
が

存
在
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す。
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『 こ ん に ち は M O G A で すJ

員貴子

~あ な た の街 を 踊 り ま す~

牛 山愛媛大学教育学部助教授

い
き
な
り 、
と
ん
で
も
な
い
見
出
し

で
ご
め
ん
な
さ
い 。
私
は
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
M
O
C
A
の
牛
山
で
す 。
職
業
は
舞

踊
家
と
愛
媛
大
学
教
育
学
部
助
教
ほ
の

二
足
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
い
ま
す 。
ち

な
み
に
私
の
研
究
室
の
上
階
は
讃
岐
教

授
で
す 。

先
生
の
爪
の
あ
か
で
も
飲
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
ほ
ど
街 εつ
く
り

等
勉
強
不
足
で
こ

こ
に
原
稿
を
載
せ
て
い
た
だ
け
る
ほ
ど

の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が 、
愛
媛
が
好

き
で 、
大
好
き
で 、
そ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
が
私
た
ち
M
O
G
A
の
起
爆
剤
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
く
て
ぺ
ン

を
走
ら
せ
て
い
ま
す 。

@ 

こ
れ
は
「
フ
レ
1
・

フ
レ
l
・

カ
ン

ト
リ
ー
-

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」

の
略
で 、

私
た
ち
の
活
動
の
原
点
で
す 。

A
は 、
ダ
ン
ス
と
い
う
文
化
を
通
し
て

地
方
か
ら
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す 。

つ
ま
り 、

現
在 、
松
山
と
東
京 、
二

カ
所
で
の
公
演
活
動
を
行
な
い 、
文
化

は
東
京
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
つ
ま
ら

な
い
固
定
観
念
を
打
ち
砕
く
流
れ
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
す 。
事
実 、
東

京
が
文
化
の
中
心
な
ん
て
い
う
の
は
時つ

ば
ち
で 、
確
か
に
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
い
う
点
や
文
化
人
が
住
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
が
文
化
の
正
し
い
尺
度
な
ら

ば一
理
あ
り
ま
す
が 、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
と
思
い
ま
す 。
ダ
ン
ス
は 、

「
も
の
を
作
る」
創
作
活
動
で
す 。
東

京
も
愛
媛
も
日
本 、
そ
こ
に
生
き
て
い

る
の
は
日
本
人 。
ど
こ
で
物
を
作
ろ
う

と
良
い
も
の
は
良
い 。
良
い
物
が
作
れ

た
ら 、
そ
れ
を
運
ぶ
ル
l
卜
を
持
っ
て

い
れ
ば 、
ど
こ
で
も
良
い
物
を
作
り 、

送
り
出
す
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す 。

そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
っ

M
O
G
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ピ
ン
子
と
チ
ャJノ
ス

M
O
G
A
の
ダ
ン
ス
が
独
自
の
お
も

し
ろ
さ
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば 、
ど
ん

な
物
好
き
な
人
で
も
援
助
や
支
援
の
手

は
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん 。
ま
し
て

東
京
の
会
場
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
方
な

ん
て
現
わ
れ
る
わ
け
が
な
い 。
東
京
の

会
場
は
ど
こ
も一
日
仙
り
る
だ
け
で
百

万
円μ
冗
談
じ
ゃ
な
い
わ
よ 。
県
民

文
化
会
館
が
あ
っ
て
私
た
ち
本
当
に
し

あ
わ
せ:・
と
い
う
具
合
に 、
M
O
G
A

は
東
京
へ
の
情
報
発
信
を
あ
き
ら
め
る

と
こ
ろ
で
し
た 。
と
こ
ろ
が 、
3
年
前 、

ず
っ
と
M
O
G
A
の
活
動
を
見
守
っ
て

い
て
く
だ
さ
っ
た
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
さ

ん
の
お
力
で

東京
六

本木
に
あ
る
ラ
フ
ォ
ー

レ
ミ
ユ
|

ジ
ア
ム
飯
倉
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た 。
た
だ

し
「
M
O
G
A
さ
ん
な
ら
で
は
の
良
い

作
品 、
愛
媛
の
香
り
を
た
く
さ
ん
伝
え

て
く
だ
さ
い 。
そ
し
て
発
表
会
で
は
な

く
芸
術
の
公
演
と
し
て
の
迫
力
の
あ
る

も
の
を」
と
い
う
宿
題
付
き
グ

そ
の

時
牛
山
は
ま
る
で
二
学
期
を
2
日
前
に

し
た
小
学
生
の
ご
と
く 、
う
ろ
た
え
ま

し
た 。



M
O
G
A
だ
吋
の
蹄
り
つ
で
何
?

さ
き
ほ
ど
も
書
い
た
よ
う
に 、

G
A
独
自
の
お
も
し
ろ
さ
を
持
つ
踊
り

で
あ
る
事
が
大
切
な
の
で
す。
M
O
G

A
は
考
え
ま
し
た 。
そ
し
て
「
故
郷
を

踊
る」
こ
と
を一
つ
の
テ
l

マ
に
と
り

あ
げ 、
そ
れ
を
作
品
集
と
し
て、
昨
年

の
三
月
と
今
年
の
三
月 、
松
山
と
東
京

で
発
表
を
し
ま
し
た 。
「
つ
づ
ら
道
を

ゆ
く」
シ
リ
ー

ズ
は 、
現
在
三
作
目
に

入
っ
て
い
ま
す。
作
品
に
な
っ
た
場
所

は 、
「
道
後・
だ
ら
だ
ら
坂」
「
石
手
寺」

「
古
照」
「
三
津
浜」
「
桜
三
里」
「
瀬
戸

内
海」
で
す。
更
に 、
「
石
鎚」
「
面
河

ダ
ム」
が
加
わ
り 、
来
年
三
月
二
十一
・

二
十
二
日 、
東
京・
ラ
フ
ォ
ー
レ
ミ
ュ
l

ジ
ア
ム
飯
倉
で
の
二
日
間
公
演 、
愛
媛

県
民
文
化
会
館
サ
ブ
ホ
l

ル
で
の
二
月

二
十
九
日
公
演
が
決
定
し
ま
し
た 。
しっ

か
り

誌
面
を
借
り
て
宣
伝
し
て
い
る
牛

山
を
ど
う
か
許
し
て
く
だ
さ
い。
で
も 、

愛
媛
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
は 、
受

M 
O 

け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す。
そ
れ
は
M
O

G
A
だ
か
ら
で
は
な
く 、

愛
媛
の
風
土

や
人
の
情
け
が
魅
力
的
だ
か
ら
な
の
で

す。ま
だ 、
東
京
に
向
け
て
し
か
情
報
発

信
で
き
な
い
未
熟
も
の
の
M
O
G
A
ゆ

え、
え
ら
そ
う
な
事
は
言
え
ま
せ
ん
が

愛
媛
は
「
か
な
り
イ
イ
線
い
っ
て
る」

街
な
の
で
す。

ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
の
佐
藤
館
長
は 、

こ
う
私
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た 。
「
う

ち
は
物
を
売
る
た
め
に
愛
媛
に
来
た
ん

じ
ゃ
な
い
ん
で
す。
服
は
文
化
で
す。

文
化
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
所
と
し

て
愛
媛
を
選
び
ま
し
た 。
一
方
通
行
じ
ゃ

交
換
は
で
き
ま
せ
ん 。
ど
ん
ど
ん
投
げ

て
く
だ
さ
い
よ
少
な
く
と
も 、
そ
う

望
ん
で
い
る
大
き
な
眼
を
も
っ
た
方
々

が
東
京
に
も
居
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た 。

M
O
G
K
の
お
願
い

M
O
G
A
は 、
あ
な
た
の
街
を
踊
り

た
い。
「
街」
は
住
ん
で
い
る
場
所
と

い
う
意
味
で
あ
っ
て
私
た
ち
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
は 、
そ
こ
が
あ
な
た
に
とっ

て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
や
生
ま
れ

育っ
た
事
実
が
残
さ
れ 、

ア
を
か
き
た
て
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す。
M
O
G
A
は 、
あ
な

た
と
同
じ

場
所
に
立
ち 、
あ
な
た
と
語

り 、
あ
な
た
と
い
っ
し
ょ

に
見
つ
め
な

が
ら
何
か
を
感
じ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す。

う
か 、
M
O
G
A
に
い
ろ
い
ろ
な
ノ
ス

タ
ル
ジ
ア
が
あ
る
こ
と
を
教、え
て
く
だ

さ
い。
私
た
ち
は 、
川
%
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で 、
そ
の
場
所
を
踊
り 、
そ
し
て、
もっ

と
好
き
に
な
っ
て
い
く
想
い
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す。

現
在 、
M
O
G
A
女
性
十
七
名
男
性

二
名 。
オ
ー

デ
ィ

シ
ョ

ン
を
く
ぐ
り
ぬ

け
牛
山
の
鉄
挙
に
も
め
げ
ず 、
踊
り
ぬ

く
強
者
ぞ
ろ
い
の
群
団
で
す。

ノ
ス
タ
ル
ジ

あ
な
た
の
街
で 、
あ
な
た
の
街
を
踊

り
た
い。
そ
し
て、
そ
の
作
品
が
熟
成

し
た
ら 、
そ
れ
を
持っ
て、
愛
媛
か
ら



d\ ノヤ
気 γνポー ト

ロ

英幸木嶋瀬戸町

カ ナ ダ研修 に 参加 し て

総
勢
七
十
五
名
で
カ
ナ
ダ
へ
四
泊
六

日
の
研
修 。
十一
月
十
八
日
松
山
空
港

十
五
時
二
十
五
分
発 、
大
阪
l

サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
l
シ
ア
ト
ル
!

パ
ン
ク
l

バ
!
と
四
回
も
乗
り
継
ぎ
目
的
地
に
到

着 。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
の
約
九

時
間
の
機
中
で
は 、
一
時
間
以
上
も
揺

ら
れ 、
酸
素
マ
ス
ク
の
御
世
話
に
な
る

者
が
出
た
ほ
か 、
食
事
時
間
と
重
な
っ

た
た
め 、
お
茶
や
お
盆
を
返
す
人
も
何

人
も
い
た 。
ス
チ
ュ
ワ
ー

デ
ス
も
こ
ん

な
揺
れ
は
初
め
て
と
い
う
状
況
の
中 、

瀬
戸
の
参
加
者
に
は
美
味
そ
う
に
食
事

を
し
て
い
る
者
も
い
た
よ
う
だ 。

そ
う
こ
う
し
な
が
ら
も 、
何
と
か
皆

無
事
で
目
的
地
へ
到
着 。
そ
の
日
の
夜

は
領
事
館
の
経
済
担
当
の
方
や
現
地
経

済
人
を
招
い
て
の
レ
セ
ア
シ
ョ

ン
に
参

加 、
カ
ナ
ダ
の
経
済
情
勢
や
風
土 、
習

慣
等
を
聞
き
な
が
ら
パ
ー

テ
ィ
ー

を
終

え
た 。四

泊
と
も
同
じ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し 、

研
修
地
等
へ
は
パ
ス
で
移
動
と
い
う
日

程 。
世
界
第
二
位
の
国
土
面
積
と
資
源

の
豊
富
な
国
で
あ
る
が
故
に 、
自
然
環

境
に
は
非
常
に
気
を
遣
う
お
国
柄
で 、

観
光
パ
ス
で
あ
り
な
が
ら
全
て
禁
煙 、
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ト
イ
レ
完
備

一
方
で
は 、

と
い
う
日
本
で
は
考
え
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た 。

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
私
は

不
便
を
感
じ
る
こ
と
は
な

かっ
た
が 、
ヘ
ビ
l

ス
モ
l

カ
l

達
は
非
常
に
困っ
て

い
た
よ
う
だ
つ
た 。
ち
な

み
に
滞
在
中
彼
ら
が一
番

よ
く

使っ
た
英
語
は
「
す

も
う
き
ん
ぐ
O
K」
だ
っ
た
そ
う
で
あ

る 。
御
陰
で
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
なっ

た
と
喜
ん
で
い
た?

環
境
と
言
え
ば 、
ビ
ジ
ネ
ス
街
と
住

宅
地
を
別
な
生
活
空
間
と
し
て
考
え、

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

は
完
全
に
切
り

離
し
て
い
た 。
ビ
ジ
ネ
ス
街
は
超
高
層

ビ
ル
群
で 、
二
十
四
時
間
灯
は
消
さ
な

い
そ
う
で
見
事
な
夜
景
で
あ
っ
た 。
こ

れ
も
観
光
の
目
玉
だ
そ
う
で
あ
る 。
ま

た
住
宅
地
は
殆
ど
が
平
屋
建
か
と
思
え

ば
全
て
の
家
に
は
地
下
室
が
あ
り、
そ

こ
に
洗
濯・
物
干
場
と
倉
庫
が
あ
る
と

の
事
で
あっ
た 。
日
本
で
は
よ
く
目
に
す

る
団
地
の
風
景
が
見
ら
れ
な
い
は
ず
で

あ
る 。
ま
た
殆
ど
の
家
に
は
芝
生
が
植

え
ら
れ
て
い
た
が 、
伸
ば
し
放
題
に
す

る
と、
罰
金
と
の
事
で
あ
る 。
さ
ら
に

日
本
と
の
大
き
な
違
い
は 、
自
販
機
が

無
い
事 、
ご
み
や
空
缶
の
投
げ
捨
て
が

な
い
は
ず
で
あ
る 。
こ
ん
な
に
ま
で
し

て
自
然
や
環
境
を
大
切
に
す
る
の
か
と

感
心
す
る 。
(
カ
ナ
ダ
の
人
に
は
そ
れ

が
当
り
前 、
ご
く
自
然
体
な
の
だ)
と

同
時
に
反
省
し
き
り
で
も
あ
っ
た 。
と

こ
ろ
が 、
お
も
し
ろ
い
事
に
国
土
が
広

く 、
家
と
職
場
が
離
れ
て
い
る
為 、
車

通
勤
が
多
い
こ
と
か
ら
飲
酒
運
転
に
は

寛
大
な
そ
う
で 、
運
転
者
の
体
重
に
よっ

て
も
基
準
値
が
違
う
そ
う
で
あ
る:・: 。

カ
ナ
ダ
に
住
ん
で
七
十
年
以
上
と
い

う
中
山
吾一
氏
(
九
二
才・
友
人
の
お

じ
さ
ん)
に
逢
い、
色
々
な
話
を
聞
く

事
が
で
き
た 。
氏
は
牧
師
で
よ
く
日
系

レセフ.ショ ンで挨拶する木嶋 さ ん



人
の
御
世
話
を
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る 。

娘
さ
ん
(
ジ
ョ

イ
小
川)
も
同
席
し
て

も
ら
い
カ
ナ
ダ
の
事
を
教
え
て
い
た
だ

い
た。
二
世
の
小
川
さ
ん
は
日
本
の
事

を
殆
ど
知
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

日
本
人
を
題
材
に
書
い
た
「
O
b
a
s

a
n」
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー

に
な
っ
た
と

い
う
著
名
人
で
あ
る 。
直
木
賞
の
よ
う

な
も
の
で
カ
ナ
ダ
と
アメ
リカ
で
五
回

も
栄
誉
賞
を
戴
い
た
そ
う
で
あ
る 。
ま

た
国
会
で
は 、
大
臣
が
「
O
b
a
s
a

日」
を
朗
読
し 、

全
国
放
映
の
T
V
で

日
系
人
に
対
し 、

終
戦
当
時
の
事

を
謝
罪
し
た
そ
う
で
あ
る 。
気
軽

な
気
持
ち
で
二
人
に
逢
っ
た
事
を

現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
話
す
と 、

大
変
驚
き 、
「
是
非 、
写
真
と
サ

イ
ン
を
貰っ
て
き
な
さ
い」
と
言

わ
れ 、
二
日
連
続
で
足
を
運
ん
だ

の
だ
っ
た 。

二
人
を
始
め
何
人
か
の
日
系
人

か
ら
話
を
聞
い
た
が 、
皆
カ
ナ
ダ

が
好
き
で
永
住
し
た
い
と
い
う
人

ば
か
り
で
あっ
た 。
自
然
も
資
源

も
豊
か
で 、
治
安
も
よ
く 、
世
界

中
の
人
々
に
対
し

差
別
な
く
歓
待

す
る
国
民
性
に
た
だ
た
だ
頭
の
下

が
る
思
い
で
あ
っ
た 。

日
本
と
の
関
係
も
深
い。
企
業
訪
問

を
し
た
中
の
一
社 、
水
産
加
工
会
社

(
さ
け・
数
の
子
等)
で
は 、
五
割
を

日
本
に
輸
出
し 、

北
海
道
の
産
物
と
し

て
日
本
に
出
回っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る 。

日
本
支
社
も
今
年
東
京
に
で
き
た
そ
う

で 、
帰
国
十
日
後
に
私
も
商
談
に
行っ

た
の
だ
が 、
カ
ナ
ダ
本
社
か
ら
の
ア
ポ

イ
ン
ト

に
よ
り、
気
持
ち
よ
く

話
が
で

き
た 。
そ
の
人
達
が 、
カ
ナ
ダ
を
愛
し 、

誇
り
と
自
信
を
持
ち 、
国
を
大
事
に
し

ょ
う
と
し
て
い
る
姿
に
改
め
て
感
動
さ

せ
ら
れ
た 。

私
も
「
好
き
で
帰
っ
た
瀬
戸
町
を
誰

よ
り
も
愛
し
た
い。
そ
う
で
な
い
と
町

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
な

い」
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た。
あ
る

人
が
「
お
し
ゃ
れ
な
町
と
は 、
足
を
引っ

ぱ
ら
ず
人
を
引っ
ぱ
る
リ
ー
ダ
ー

が
必

要 、
統一
し
た
町
の
景
観
や
文
化
が
董…

り、
賑
わ
い
の
あ
る
事
が
条
件
だ」
と

言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
す。
過
疎
化
の

真っ
た
だ
中
の
瀬
戸
町
で
す
が 、
頭
脳

集
団
を
結
成
し
広
域
的
な
視
野
で
物
事

を
見
つ
め
る
目
を
養
い
た
い
と
思
い
ま

す。幸
い、
西
宇
和
郡
内
の
商
工
会
の
若

手
で
グ
ル
ー

プ
を
作っ
て
お
り、
で
き

る
だ
け
月一
回
各
町
を
回
り
な
が
ら
話

し
合
う
機
会
を
作っ
て
い
る。
そ
し
て、

そ
こ
で
年
間
の
テ
l

マ
を
決
め 、
ぞ
の

目
標
達
成
に
努
力
し
て
い
る。
昨
年
は 、

佐
田
岬
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
知っ

て
も
ら
お
う
と
四
国一
円
に
呼
び
か
け

て、
「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト」
を
行
な
い

ま
し
た。
朝
日
新
聞
社
に
後
援
し
て
も

ら
い、
審
査
は 、
大
阪
本
社
の
プ
ロ
に

お
願
い
し
ま
し
た。
当
初
の
予
定
よ
り

数
倍
の
応
募
が
あ
り、
う
れ
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
ま
し
た 。

メ
ロ
デ
ィ
ー

ラ
イ
ン
が
で
き 、
時
間

距
離
は
短
か
く
な
っ
た
も
の
の 、
ま
だ

行
政
単
位
の
壁
が
破
れ
な
い。
そ
こ
で

我
々
は 、
三
瓶
町
朝
立
を
起
点
に
半
島

の
先
端
ま
で
各
所
の
史
跡
を
巡
り
な
が

ら、

対
岸
の
大
分
県
姫
島
へ

行
け
ば
幸

せ
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
「
ア
ダ
ム
と

イ
ブ
の
里
構
想」(
仮
称)
を
女
性
も
交

え
て
話
し
合
っ
た
り
も
し
て
い
る
。

こ

れ
は
あ
く
ま
で一
つ
の
ス
テ
y

ブ
と
思

っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
残
る
す
ば
ら

し
い
自
然
や
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
全

国
に
向
け
て
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て、

閏
外
か
ら
外
貨
を
稼
ぎ、

圏
内
に
還
元

で
き
る
よ
う
な
地
元
に
愛
さ
れ、

一

人

で
も
多
く
の
人
を
雇
用
で
き
る
企
業
を

目
指
し、

よ
り
一

層
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が 、
近
く
に
お

い
で
の
節
は 、
ぜ
ひ 、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
お
茶
で
も
飲
み
に
来
て
下
さ
い。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す。
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拡 げ ま し ょ う

ヒ ュ ー マ ン

満
五
歳
を
迎
え
て

側
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

と
私
達
え
ひ
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・
コ
ミユ

ニ
ケ
l

シ
ョ

ン・
ク
ラ
ブ
(
E
C
C
C・

通
称
「
エ

y
ク」)
が
共
同
で
パ
ソ
コ

ン
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
T
O
W
N
タ

ウ
ン」
を
開
局
し
て、
十
二
月
二
十
日

で
満
五
歳
を
迎
え
ま
す。

「
T
O
W
N
タ
ウ
ン」
ネ
ッ
ト
は 、

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
る
市
民
の
各

種
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
の
よ
う
な
市
民

の
ヨ
コ
型
交
流
を 、
パ
ソ
コ
ン
通
信
と

い
う
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手

段
を
活
用
して、

愛
媛
で
も
も
っ
と
活

性
化
で
き
な

いだ
ろ
う
か
と
高
い
理
想

を
描
いて
ス
タ
ー
ト
と
し
た
ネ
ッ
ト

で

す
が 、
5

年
経っ
て
も
ま
だ
ま
だ
内
容

的
に
満
足
の
い
く
も
の
に
は
な
っ
て
い ト ワ ー ク

q多言
川荻M〆 C印o印rn叩pu叫'"町r 

1 // CommUn1 

えひめコンビューヲーコミュニケーショ ンクラブ

ネ ツ

- Vol.2彊・
な
い
の
が
現
状
で
す。
ま
た 、
当
ネ
ッ

ト
は
俗
っ
ぽ
い
言
い
方
で
す
が 、
「
市

民
の
為
の
市
民
の
手
に
よ
る
ネ
ッ
ト」

で
す。
私
達
利
用
者
が
会
を
結
成
し 、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
営
を
行
っ
て
い
る

た
め 、
そ
の
活
動
力
に
は
限
界
が
あ
り、

み
な
さ
ん
の
ご
浬
解
と
ご
協
力
な
く
し

て
は
大
き
な
前
進
は
望
め
な
い
の
で
す。

こ
れ
か
ら
の
五
年
間
の
大
き
な
飛
躍

を
目
指
し
て、
会
の
事
務
局
を
担
当
し

て
い
る
私
達
も 、
会
及
び
ネ
ッ
ト

運
営

の
透
明
化 、
ネ
ッ
ト

の
組
旨 、
性
絡
並

び
に
利
用
促
進
の
普
及
広
報
活
動 、
利

用
者
の
声
が
容
易
に
運
営
に
反
映
で
き

る
体
制 、つ
く
り
に
と
努
力
し
て
い
く

所

存
で
す
の
で 、
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す。

(
エ
ッ
ク
事
務
局)

)
て人一

ら
一
一

か
ζ以一

生回
「十」

口町臥+g+

 

算決の度年nU

 

QU

 

QU

 

政財の
ム
玄

会 費
87 . 1 %  

前期繰越金
12 .5% 
雑収入

0 .4% 、、、、、、
DDX運用経

52.8% 

。

直E
開…m
報る

務ι
広切り

事
及ι
1

普

ドlh

グ
ラ
フ
に
示
す
と
お
り、
収
入
は
ほ

と
ん
ど
を
会
費
に
依
存
し
て
い
ま
す。

支
出
は 、
D
D
X
(
N
T
T
の
パ
ケ
y

ト
通
信
サ
ー
ビ
ス)
に
係
る
運
用
経
費

が
約
臼
%
と
半
分
を
占
め 、
次
に
会
員

向
け
各
種
案
内・
郵
便
物
等
の
通
信
費 、

普
及
広
報
費 、
事
務
経
費
と
な
っ
て
い

ま
す。
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「
T
O
W
N
タ
ウ
ン
」

ネ
ッ
卜

の

利
用
状
況

1
9
8
8
年
十
月
か
ら
1
9
9
1

年

十
月
ま
で
の
三
カ
年
分
の
ア
ク
セ
ス
回

数
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
て
み
る

と、
残
念
な
が
ら
三
年
前
に
比
べ
て
回

数
が
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
ま
す。
こ

の
結
果
を

率
直
に
受

け
と
めて、

私
達
も
み

な
さ
ん
と

一
緒
に
真

に
魅
力
あ

る
内
容
に

して
い
くF6聴限っ

て
い
か
な

け
れ
ば
な

ま 考 ら
す え な。 て い

し 、 と
(月 日11)ア ク セ ス 回線の推移
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お 知 ら せ
「 ま ち づ く り 草の根文化講演会」 の 開催 に つ い て

近年、 全国各地で地域の活性化に 向 け、 地域の資源 を 活用 し た特 産 品 の 開発、 各種 ま ち づ
く り イ ベ ン ト の 開催、 そ し て特 産 品 セ ン タ ー の建設 な とeハ ー ド ・ ソ フ ト 両面 か ら 様々 な 「 ま
ち づ く り 、 む ら お こ し 」 事業 の試みがな さ れて い ま す。

し か し な が ら 、 「 ま ち づ く り 、 む ら お こ し」 活動 を 取 り 巻 く 社会環境 は 、 ま ち づ く り の核
と な る テ ー マ の選定、 地域住民の意識の問題、 活用資源 な ど、 検討 ・ 解決すべ き 問題が山 積
し て い る の も 事実です。

そ こ で、 当 セ ン タ ー で は 、 地域固 有の歴史、 生活文化 に 裏打 ち さ れた ま ち づ く り 活動 の 原
点 を探 り 、 個性的で独創 的 な 活力 と 潤 い の あ る ふ る さ と づ く り を 進め る た め 、 ま ち づ く り 先
進地の実践者等 を 招 い て 『 ま ち づ く り 草の根文化講演会』 を 次の と お り 開催す る こ と と い た
し ま し た 。

つ き ま し て は 、 皆様お誘い合わせの上、 奮 っ て ご参加 い た だ き ま す よ う ご案内 い た し ま す。

. メ イ ンテ ー マ 『 “夢" “創造" “未来" 魅力 あ る ふ る さ と づ く り を 求め て』国 主 催 樹)愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー 、 ・ 開催地市町村

- 開 催 場 所 等
く〉東予地域

日 時 平成 4 年 2 月 1 5 日 出 1 5 : 30-
場 所 丹原町 「丹原 町福祉セ ン タ ー 」
講 師 田村 幸夫 栃木県茂木町役場商工観光課長補佐
連 絡 先 丹原町役場地域開発課 (0898) 68 ・7300

。中予地域
日 時 平成 4 年 2 月 28 日 (到 1 8  : 3 0-
場 所 伊予市 「伊予市民会館」 4 階会議室
講 師 織田 直文 樹)滋賀 総合研究所主任研究員
連 絡 先 伊予市役所総務部市長公室 (0899) 8 2 ・ 1 1 1 1

。南予地域
日 時 平成 4 年 2 月 29 日 出 1 5 : 00-
場 所 宇和 町 「宇和 町文化会館」 中 ホ ー ル
講 自市 藤原 洋 側)鉄の歴史村地域振興事業団専務理事
連 絡 先 宇和 町役場企画調整課 (0894) 6 2 ・ 1 1 1 1

※ 内容 な ど に つ き ま し て は 、 若干の変更があ る 場合 も あ り ま す。
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芭島姐お

Q 
(財)愛媛 県 ま ち づ く り 総合 セ ン タ ー の移転 に つ い て

昭和61 年 7 月 以来 、 当 セ ン タ ー は 、 松 山 市道後一 万 の 愛媛県農業試験場

に 事務所 を 構 え 業務 を 行 っ て 参 り ま し た が、 こ の 度 、 1 1 月 25 日 か ら 下記 の

と お り 事務所 を 移転い た し ま し た 。

所長以下職員 一 同 、 新 し い事務所で心機一転職務 に 励 ん で お り ま す の で 、

今後 と も 、 な お 一層 の 御指導、 御支援 を い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。

な お 、 お 近 く に お 越 し の 節 は お 気軽 に お 立寄 り 下 さ い 。

記

松 山市三番 町 8 丁 目 2 3 4 番地

「愛媛県生活保健 ピ ル J 3 階

(直通)

日新所在地

3 2 - 7 7 5 0  ( 0 8 9 9 ) 

( 0 8 9 9 ) 

口電話番号

口 F 3 2 - 7 7 6 0  X A 
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| 匡L??与
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松山 コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン タ ー新玉小学校
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す
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だ
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気
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